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トなどの利用(4)」であるといっている。さらに，Louis

AGottschalkは「読書による心理療法の一つの方法(5)

であるといっている。最近，改訂されたWebster’
一一=

ThirdNewlntemationalDictionaryU961)において

はじめに－読書療法とはなにか

読書が治療的価値を持っていると考えられたのは非常

に古いことである。すでに紀元前，古代ギリシャの都市

テーベにあった図書館の入口に「魂をいやす所」（hea‐

lingplaceoftheSoul）という意味の銘刻がかかげられ

ていたといわれる。この“魂をいやす所，，として図書館

が考えられていたことは，読書の持っている価値の一つ

の面をとらえたものであるといえよう。しかしながら，

読書が科学的な治療的な目的のために利用されるように

なったのは，この30年来のことである。

元来，読書療法という用語は,Mbliotherapy（biblion

＝book＋therapeia＝treatmentofdisease）の訳語であ

って，図書による病気の治療法という意味である。つま

り，読書によって病気をなおす方法のことである。bib・

liotherapyという用語を最初に使用したのは，Samue

McChordCrothersであるといわれている(,)。わが国で

は，阪本一郎が『読書指導』の中で「読書療法」の訳語

を使用したのが最初のことであろう。

読書療法の定義について，KarlMenningerは「治療

を目的とした精神衛生のために，注意ぶかく選択された

図書の利用(2)」であると述べている。また，GordonR

Kammanは「心理的食餌療法の様式(3)」であると定義

している。そして，KennethAppelは「精神医学的治

療の補助として，図書，新聞・雑誌の記事やパンフレッ

Ｉ

詩Ahistoricalreviewofbibliotherapy・

器器MUROFUSHI,Takeshi．（TamagawaUniversi↑y・

FacultyofLiteramre）

Iま「医学や精神医学における治療の補助として，さらに

また指示された読書によって個人的な問題解決の指導の

ために，選択された読書材の利用」と定義している。

このような読書療法の定義は，それぞれの立場によっ

て異なるが，本質的には読書の治療的効果の問題である

といえよう。そこには(1)治療の対象となる性格や行動な

どの精神的な問題に対して，(2)適切な治療的価値を持っ

た読書材を与えることによって行なわれる，(3)有機的な

相互作用一読書であり，それは(4)治療過程としての読

書過程と，(5)治療効果としての読書反応一効果が含ま

れている｡読書が病気をなおすということは，読書効果

の治療的活用にほかならない(6)。しかしながら，読書療

法は基本的には精神療法の一つであって，(1)患者の治療

を必要とする精神的な問題を明確に分析し，治療方針を

立て，読書材を与える適否，その時機を決定すること。

②治療を必要とする精神的な問題に対して最も適切な読

書材を選ぶこと。(8)読書材の内容に対する‘患者の反応

によって，治療し，さらに診断，治療を進めることであ

る(8)。したがって，ここでは読書療法をT読者（患者）

と読書材との有機的な相互作用による精神療法(9)」であ

ると定義することを試みた。

読書は，読者と読書材との有機的な相互作用である社

会的事実であって，それは個人過程であるとともに社会

過程である。この学習としての読者は，読書の精神作用

であり，自己形成のはたらきを持っている。したがって
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あって，それらを無視しては考えることができない。

1．読書療法の史的背景

おそらく読書が病気の治療に利用されたのは，Calif

al-Mansurがカイロに建てた病院において，内科や外

科の治療に加えて，患者にイスラム教の聖典である『コ

ーラン』を日夜読ませ病気の治療をしたといわれるのが

はじめてのことであるといわれている。米国や英国にお

いても，1800年代には病院において聖書や宗教書を患者

に読ませていた。それがやがて，宗教書や道徳の本にだ

け限定しないで，娯楽的なものにも及び，さらに患者の

ための病院図書館が1840年代には発達するようになっ

た。W､B・McDnaiel,2．によれば，こうした宗教的な

努力によって読書療法が発達したと指摘している。ま

た，第2の要因として戦争による影響をあげている。第

1次世界大戦の陸軍病院の発達，赤十字や救世軍の国際

的な組織による推進と第2次世界大戦によっていっそう

読書療法の基礎が固まったと述べている。そして，第3

の要因として，精神医学や心理学の影響を述べ，病院図

書館や読書療法の理論や実際に著しい発達に大きな力が

あったとしている⑫。

米国における読書療法の今日の著しい発達は，これら

の3つの要因に加えて，米国の典型的文化の1つともい

うべき図書館の発展とその影響を見落すことはできな

い。特に，病院図書館においては，近年，読書療法は司

書の最も高度な専門的職務であると考えられるようにな

ってきているということである。もし，図書館が発達し

ていなかったら，今日ほど読書療法は発達しなかったと

いってよいだろう。したがって，医学や心理学の発達と

ともに図書館は読書療法を支える主力であると考えられ

る。第5の要因というよりもむしろ影響を受けたものと

表現した方が適切ではあるが，学校教育における適用や

その普及である。特に，読書指導や生活指導，あるいは

道徳教育において，問題児の治療への適用に加えて，読

書による性格形成といったいわば予防として利用される

ようになったことである。その結果，読書療法の概念

は，いっそう多様性を深め複雑なものになったといえ
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A読書療法の史的展開

読書が精神療法の一つの方法として利用されるように

なったのには，いくつかの要因があった。特に，読書療

法が米国において著しい発展を遂げつつあるということ

は，ある意味において米国の社会や文化の特長を反映し

ているものであると考えられる。読書がそうであるよう

に，読書療法は，社会や文化と密接な関係があるもので

2－

読書科学（Ⅷ’3）

読書は個人の心理作用であるために，きわめて多面的な

性格を持っている。D・Waples等の調査によると，読

書の効果は(1)道具的効果，②自己鼓舞的効果，(3)補強効

果,(4)美的経験を豊富にする効果，(5)骨休め的効果があ

るとしている⑩。読書療法もまたその例外ではない。

K､E､Appelは読書療法の価値について(1)人間の行動の

心理学や生理学に関する知識を獲得すること，②“自分

自身を知れ，’といういましめに従って行動すること，（3）

自分自身の外に心を向けたり,興味を見いだすこと,(4)無

意識な困難点を開放することに努力すること，(5)同一化

や代償のために利用すること，(6)自分の持っている問題

点を明かにし，その問題解決の洞察を得ることを援助す

ることであると指摘している伽。したがって，その適用

もきわめて広範囲にわたっている。精神療法として，単

独に，あるいは補助的手段として利用されるばかりでな

く，診断のためにも応用できる。そして，身体的な病

気，特に長期療養を必要とする患者やその治療期間の短

縮，社会復帰のためにも適用できるし，非行者，神経

症，精神病はもちろんのこと，精神衛生にも利用でき

る。また，精神的な病気の予防，あるいは性格形成にも

積極的な役割を演ずるものである。この多面性のゆえに

適用範囲が広いことや，人間の精神作用の複雑性のため

に，読書療法の限界を決めることが難かい､。しかし限

界があることは事実であって，そこに読書療法の可能性

が存在しているといえよう。

本稿は，主として米国における読書療法の研究や実際

を明かにし，わが国での研究や実際の手がかりを与える

ことを意図したものである。
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かくして，読書療法は「カイロにおいて見られたよう

な宗教によってはぐくまれ，医学や心理学によって科学

的な基礎が与えられた。そして，図書館員の努力によっ

て実際化され，教育においても応用されるようになっ

た｡側」

2．読書療法研究の概観

ArtemisiaJunierが1900から1958年までの文献，

601について分析した結果によると，次のようである。

病院図書館管理21

図書選択55

各 種 の 患者に対する奉仕120

病院図書館の司書の資質35

読 書 療 法 の調査．研究27

病院図書館に関する目的や基準12

参考文献19

読書の治療的価値94

病 院 図 書館の必要性や価値50

カウセリングの技術としての読書3

一般的なもの（主として病院図書館に関す

る もの）17

‘のように要約されている。この中には修士や博士論文17

が含まれている伽。

このように，読書療法の研究とひと口に言っても，（1）

病院図書館に関するもの，②読書やその指導に関するも

の，(3)精神療法としての読書療法が含まれている。本稿

においては主として第3の分野に焦点を当てながら，読

書療法の主要な研究のあとをたどってみることにする。

aWillamC・Menningerの研究胴

1937年にMenningerClinicにおける5カ年研究の結

果をまとめたこの論文は，読書療法を精神療法としてと

りあげた最初のものである。この研究の主な目的は，（1）

精神医学や心理学の通俗的な文献を普通の人に利用する

方法と，精神病の入院患者の治療として読書資料を処方

することであった。

3

読書療法の史的展望

彼の兄のK､A・MenningerのTheHumanMind

（人間の心）鯛に対して読者から自発的に送られてきた

400通の手紙を分析した。それらの中で自分自身のため

に役にたったと報告しているものが18％であった。この

ような精神衛生に関する読書の処方や推せんは，態度や

行動を変えることができると述べている。

また，5年以上にわたって医師の指導のもとに読書療

法を精神病院で行なったが，(1)教育的な意図として，読

書を‘情報源,患者自身の外に関心を向けるようにしむけ，

外部との接触をさせること，そして患者自身の問題に洞

察を得させるように指示した。②患者の娯楽となるよう

な読書資料を提供した。(3)読書クラブ，患者の討論会や

患者の出版物に図書館欄を作って，社会集団に対して同

化するように援助することを目的とした。そして，医師

は次の6つの機能に責任を持っていた。

（1）図書館で購入する図書の認可を与えること。

②司書が提出した患者に対する1週間の読書課題の

リストを認可すること。

（3）患者と面接したあと，患者に最初の読書課題を与

えること。

（4）司書と毎週会議を持ち，それぞれ入手した読書の

結果や問題について話し合うこと。

（5）司書に対して新しい患者について，その病歴，心

理状態，読書習慣や興味などについて伝達すること。

（6）治療を目的とした読書に関連して，患者と話し合

うこと。

この読書療法の結果から最も共通して得られたもの

は，(1)図書の中の主人公との同一化が得られたこと，②

自己陶酔的満足を与えられたこと－自己矛盾からの逃

避，現実への接触，知識を豊かにすることによって自己

の強化や誇張，社会的に認められることなどが含まれて

いる。

このような読書療法において，宗教書を読ませること

は失敗をまねくようであり，精神病患者は宗教書を読ま

ない。きわめてまれに宗教的な手段として聖書を与える

ことがある。精神衛生に関する図書は，一般的に精神病
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患者，強迫観念を持っている神経症や心配の状態にある

者にはすすめない方がよい。精神分析的な治療を必要と

するアルコール常用者，回復に近い精神病患者や心理療

法の補助として知的な神経症の患者に与えるのがよいと

指摘している。

bEleanorMascarinoとDelmarGoodの研究⑰

1940年に特別な治療のために衝撃療法の補助として読

書療法を行なった。これは医師と図書館員，および患者

の家族との密接な協力や読書記録の重要性が強調されて

いる。

cSalomonGagnonの研究側

529の患者の「読書記録｣，あるいは「図書館記録」か

ら資料を分析して，読書療法の効果について指摘してい

る。529名中，323名（男116，女207）が図書館から本

を借りている。また小説が58％，非小説は42％となっ

ていて，普通の図書館の利用者と比べると小説を読む傾

向が強い。小説では“愛”に関するものが女性に多く読

まれ，この他，ミステリーや物語が男女とも多く読まれ

ている。非小説では伝記，旅行記，宗教（聖書を含む)，

歴史，語学，冒険もの，随筆などの図書の貸出数は多

い。これらの病気別の読書傾向では，精神分裂病におい

て偏執病の患者だけが非小説に集中しているのがめだっ

ている。そして男子より女子の方がこの傾向が強い。こ

の他の患者については，偏執病や偏執病的状態のもの以

外は小説を好む傾向が強い。

dJeroneMSchneckの研究

MenningerClinicにおける読書療法の研究の一環

として，Schneckは多くの研究を発表し，読書療法の科

学的研究の基礎を確立した。

まず第1に，読書療法の研究のための概要を明示し

たU9io次に，2つの参考文献を編集した。これまでに参

考文献を作成したのは，1931年にW､J・Bishopが133

伽，1939年にEKathleenJonesが107伽，の参考文献

－．4

を編集しているが，これらはいずれも精神病院図書館に

関するものであって読書療法に関する文献は少なかっ

た。彼は1945年に一般的な参考文献約350をリストした

ものと鰯，病院図書館で利用するために精選した79の文

献のリストを作成した卿。また，文献を中心とした研究

を発表して伽，科学としての読書療法の手がかりを与

え，読書療法の研究を促進した。

さらに，1946年には，この研究の1つとして，読書療

法の2つの事例研究を報告した(5)。この事例は，治療の．

1つの手段として用いたものである。1つは周期的憂う

つ症の40才の家庭の主婦にK・MenningerのLoYe

AgainstHate（愛憎)鯛を使用し，心理療法の面接の中

で行なわれたものである。もう1つは，4か月前より不一

安の徴候で治療を受けている50才の老婦人で,不眠症,神

経過敏，くつろぐことができなくて疲労を感ずるなどの

苦痛を訴えていた患者に対して，催眠療法の補助として

用いたものである。これらの実例は，いずれも単独な治

療技術として読書療法を利用することを試みたものでは

なかった。そして，読書療法の治療上の位置や重要性を

明かにした。

eLouisA､Gottschalkの事例研究伽

これまでの研究や実際を分析して，精神病患者の治療

の補助として読書を与える効果として，次の6つの点を

指摘している。(1)患者の欲求不満や矛盾に対して，自分

自身の心理的，生理的な反応を理解することを助ける。

②治療に必要な心理学や精神医学の用語の理解を助け

る。(8)恐'怖，恥や罪を犯しているために自由に他人と話

し合うことが常に困難な患者に対して，他人の言葉で表

現された問題を通して助ける。(4)面接の間に建設的Iこも

のを考えたり，‘患者の態度や行動様式をさらに深く分析

したり総合することを助長する｡(5)教訓や実例によって，

われわれの社会的，文化的な様式や子どもじみた行動様・

式を抑制することを強化する。(6)多様な満足や興味の範

囲を豊富にするような相像力を促進する。

さらに，彼は心理療法として利用される読書療法の方

5
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法を実証する3つの事例を紹介している｡第1の事例は，

性の問題で治療を受けにきた35才の既婚婦人に対して，

面接によって治療を進めてゆく過程で，性に関する図書

を与えて治療に成功したM・WGerardの事例の紹

介剛。第2の事例は，同じように性についての問題の治

療において，他の療法とともに読書療法を行って成功し

た知的な42才の既婚婦人の事例。そして第3の事例は，

蒲柳質の子どもとして母親によって過剰に保護された32

才の既婚の歯科医に対して，面接による治療とともに読

書療法を行った事例を示している。さらに，彼は読書療

法のために患者に与えるための図書リストを編集してい

る。

fThomasVemerMooreの研究鋤

児童・青少年に対する読書療法の研究は，Catholic

UniversilyofAmericaの児童相談所で行なったものが

著名である。すでにわが国でも彼の研究は多くの人びと

によって紹介されている。問題児に読書療法を適用する

場合，児童には遊戯療法，青少年に面接によってじゅう

ぶんIこうポートをつくりあげてから行なうことがたいせ

つであると指摘している。

また，C,J,Kircherは，彼の指導のもとに読書療法

のための読書リストを作成した。これによって児童・青

少年に対する読書療法や性格形成のための読書指導の手

がかりを与えた鋤。

以上，読書療法の科学的な研究の中の主要な論文につ

いて紹介した。この他，図書館やU､S､Veterans

Adminstrationなどにおける調査・研究や実際が進めら

れているが,これらについてはいずれ改めて紹介したい。

また，さらに詳細な研究を進められる人のために，次に

文献をあげたので，研究の手がかりとしていただきた

いo

＜一般的なもの＞

Beatty，W、K､：AHistoricalReviewofBiblio‐

therapy､些ibrarVTrendsll:106-117,0ct,1962許

5
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また，参考文献としては，次のものを参考とされた

いO

DolanRosemary・竺竺,comp.:旦ibliotherapym
Hospitals；AnAnnotatedBibliography,1900-1957．

Washington，VeteransAdminisrationl958．

＜学校教育関係＞

少し古いが，次のものがよくまとまっている。

Russell，，．H・andShrodes,C、：Contributionsof

ResearchinBibliotherapytotheLanguage-Arts

Program.§phQolRevieW58:335-342,Sept､1950,

58:411-420,0ct、1950.

B読書療法の将来への展望

読書療法が，精神的障害の治療の基礎的研究や事例研

究が集大成されて，精神療法の一分野として明確に位置

づけられるためには，その技術と科学性とが確立される

ことが期待される。そのためには，精神医学，臨床心理

学，図書館学や読書指導に携わる人びとの協力の重要性

が強調されなければならない。

読書療法が発達するためには，次のような課題が解決

されなければならないが，それはまた，将来への展望と

もいうべきものであると考えられる。

1．チーム・セラピーの確立

どんな学問や職業でも同じように，時代とともにます

ます分化されていく傾向にあるが，精神療法，特にこの

読書療法は，その性格上から医師，精神医，看護婦，図

書館員，あるいはソシアル・ワーカー，カウンセラーと

いった人びとが1つの治療的チームを組織し，医師や精

神医，ないしはビブリオセラピスト（bibliotherapist）

をチーム・リーダーとして，それぞれが専門分野の責任

を分担しながら協力して治療を展開されることが最も効

果的な方法であるといえよう@,)。

2．処方筆による読書材の調剤

今日，医師の指示に従って薬剤師が薬を調剤するよう

に，明日の読書療法は,チーム・リーダーとしての医師，

精神医やピブリオセラピストによって処方菱が書かれ，
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害それに基づいて図書館員が適切な読書材を患者に提供す

るようにならなければならない。さらに，これらの操作

が機械化され，機械による診断と処方菱の作成が可能と

なるだろう。

例えば；受験ノイローゼにかかった高校生について，

その環境，病因や病状を詳細に分析して，多くの要素を

検出し，それらの組み合せによっていくつかの型が作れ

るようになり，その型に応じた読書材が選択され調剤で

きるようになろう。

現在，米国においてはC､J,Kircherが，またわが国

では日本読書学会が編集した『読み物による性格形成』

（牧書店）がある。これらは，ビタミン剤のような保健

のための薬のリストとしての性格をも持っているもので

ある。しかし，これが予防の薬として，また治療の処方

菱となるためには，さらに個別化されたリストでなけれ

ばならない。

3．プログラム化された読書材の作成

今日，こうした読書材の調剤は，既製の読書材の中か

ら選択されている。したがって，必ずしも治療の道具と

して適切なものであるとはいえない。また，使用上に限

界というものが生ずる結果になるだろう。

将来，それぞれの治療に対して個別化された読書材の

処方のために，この目的のために読書材が作成されなけ

ればならない。おそらく，治療計画のためにプログラム

化された読書材が作成されるようにならなければ，真の

意味で読書療法はじゅうぷんにその効果をあげることは

できないと言って過言ではない。

4．読書指導の科学の原型

人間の性格の類型が，主として精神医学における精神

病の分類に基づいていることは周知のことである。それ

と同じように，読書療法が，健康な人間に対して行なわ

れる読書指導の原理や方法を導入する原型となることが

予測されよう。読書の治療指導（remedialreading）と

ともに，読書指導の研究における中心的課題であるとい

って過言ではない。特に，人間形成であるとか，性格形

成をめざす読書指導の原理や方法は，読書療法の研究の

成果の結果から生まれるものといえよう。したがって，

別の言い方をすれば「読書指導の科学」としての性格を

読書療法は持っているといえよう。

5ビプリオセラピストの養成㈱

読書療法が，その技術性と科学性とを確立するために

は，その原理や方法論が確立することはいうまでもない

が，ピブリオセラピストとして，その職責が専門職とし

て確立されなければならない。

ビプリオセラピストは，大学において医学，精神医

学，あるいは臨床心理学，特に精神療法に関する原理や

技術と，治療に必要な読書材に関する知識,さらに読書

の科学的知識や読書指導の原理や技術などの高度の学問

や技術が長期間にわたって教育されなければならない。

また，ビブリオセラピストとしての資格が医師と同じ

ように法的に付与され統制されることが必要であって，

有資格者のみがこの仕事に携わることができるようにし

なければならない。そして，ビブリオセラピストとして

の倫理綱領を確立し，真の専門職としての地位を確立す

ることが重要である。そうすることが，読書療法を発達

させることになるものといえよう。

おわりに

すでに述べたように，読書療法は米国の社会や文化の

中で著しい発展を遂げてきた一つの文化の型であると考

えられる。したがって，われわれがこの方法を単なる技

術，あるいは科学として移入することには問題がある。

読書療法は「日本人の国民性やその文化に密接に関係

がある，というよりむしろそれによって決定されるとい

ってよい剛｡」日本の精神風土の中で，どのような役割を

持ちうるか。そして，わが国の社会の発展にいかにして

寄与できるかということがたいせつである。
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読書療法の理論をめぐっで

大正大学

小野泰博識

たしかに読書療法という概念も，そのあるべき姿，完

結した望ましい概念的イメージだけが先にできあがって

いるのに，まだその内実が伴っていない領域の一つであ

るd読書の影響力ということについては，自明のことで

はあるが，では果して，どんな人に，どんな時に，どん

な本を，といった読書効果の積極的使途（処方）という

問題になると，これは容易ではない。

もちろん理想としては，既存の図書だけでなくもろも

ろの読書材の内容を〆読者に与える影響（作用b副作用

を考慮して）の点から分析して，その化学組成にもあた

るべき要素を抽出し，それをもとに新しい読書材の文構

成を考えさらに，カプセル，ブドウ糖にもあたるべき潤

色をほどこすという段階も予想されないではない。さら

に効果力という点では，宣伝文，宗教団体の出版物にみ

られる積極的効果への心理学的配?慮に十分学ぶべきもの

があるのは当然である。

．さて，一般に歴史の若いプラグマティズムのアメリカ

にあっては，ヨーロッパ以上に，あらゆる分野にわたっ

てHow-toものの読みものが多いことである。また，

ヨーロッパや，東洋におけるように，読書というもの

が，長くエリート（読書人）の独占するものであった過

去ももたず，リーダース・ダイジェストにみられるよう

に，意味のある内容のものだと，かいつまんでてっとり

早くというのがアメリカの気質である。こういう国柄で

あればこそ，bibliotherapyoというような，治療のため

読書の積極的利用という考えも生れ，これを技術からさ

器Onthetheoriesofbibliotherapy・

識Ono，Yasuhiro．（TaishoUniversity）

8

らに科学に高めようという努力もはらわれているのであ

る。

．しかしアメリカでもbibliotherapyの生れる母体であ

った病院図書館にあって，いまでも多くの無頓着な医師

たちは，図書室とは，退屈で怠惰な落着かぬ患者の時間

つぶしにする場所位にしか考えていない。どちらかとい

うとやはりレクリエーション的意味の方が一般的であ

る。ところでbibliotherapyは精神療法の補助として，

とくに社会復帰（rehabilitation）の一助として自覚され

てきた｡しかしいわばまだ試行錯誤的段階にあり,十分理

論的にも裏付けされているとはいえない。理論，実践と

もに模索前進の段階である。ここにもプラグマティズム

の国アメリカの若さがある。よさそうだと思うことなら

，どしどしとり入れてみよう，そして訂正するのだとい

う積極性がみられる。理論の構成についてもとくに読書

療法だけの理論というよりも，現在のところ，精神療法

そのものの概念から出発しているように思われる。その

中でもとくに，ダイナミックな考え方と同時に，精神療

法面での人間関係論（interpersonaltheory）ともいうべ

きサリバンの説にもとづいている点が注目される。

精神療法における人間関係論

アドルフ・マイヤー以後のアメリカ精神医学を考える

場合，HarrySackSullivan（1892-1949）の影響をぬき

にして考えることはできない。フロイドが「死の本能」

とか「生の本能」とかの人間の基本的行動目標をあげて

いるのに対して，サリバソは，(1)満足（satisfaction）と

②安全（security）という二つの行動目標をあげている。

前者は飲食とか性欲，睡眠とかの専ら生理的要求の満足

｡

い
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追求を意味し，後者は身の安全といういわば社会的，文

化的な条件をさしている。しかもさびしさ，孤独感が起

るのは，お互いに身体をふれ合って身の安全を保ちたい

という要求ゆえ，両要求の中間に位置することになる。

なおサリバンの場合，満足欲求よりも，安全追求の方が

重要な位置をしめている。彼の理論の根本をなす対人関

係現象としてのパーソナリティー概念は，フロイドと同

様，幼児期の発達過程を重視するのではあるが，フロイ

ドのように神経疾患を幼児性欲の発達のゆがみ，退行・

固着現象として説明するのではない｡むしろ,幼児期にお

ける子どもをとりまく環境内での重要な人物との対人関

係の場からパーソナリティーは発展もするし，ゆがめら

れもするという見方をとっている。生物学的に生命の始

まったばかりの子宮内の受精卵のとき，その細胞と環境

とは一つのものとして解きがたく結合している。生後，

幼児は母親との親密な関係に入るにつれて，重要な対人

関係のプロトタイプが形成されていく。そして生物体と

しての人間には，自我の能力を拡大，実現してゆきたい

欲求があり，これをサリバンは権力への動因（power

motive）と呼んでいる。これは，ゴールドシュタインの

自我実現（self-actualization）やホルネルの自我実現

（self-realization）にあたるものである。そこでパーソ

ナリティーの成長は大部分この権力への動因が，それに

伴う安全追求が，どのように，対人関係の場で満たされ

ていくかということにかかっている。

さてこの安全追求はなにより，対人関係の場で他者，

仲間に受容されることから，集団に所属したいという欲

求まで進んでいく。幼児が泣くという現象を考えてみる

に，幼児は満足の局限（euphoria）と緊張との間を行き

きすることによって成長していく。泣き叫ぶと，まず呼

吸が活発になることで，酸素供給への欲求が満たされ，

その救助に母がやってくることで食欲もみたされる。こ

の動作が繰りかえされるうちに，幼児はどうすれば欲求

緊張から解放されるかという見通しを得る。この泣くこ

とで母親の反応が得られたということは，すでに対人関

霊係の場であって，欲求緊彊から出た幼児の活動に対応し

9
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て，母親の側には，幼児の欲求解除に必要なやさしさ

（tendemess）として経験されるもう一つの緊張が生ま

れる。このような幼児の泣き叫びは，対人関係を保つ最

初の道具の役を果している。後になるとことばというシ

ンボルが発達して，これが仲間との関連において安全追

求するための有力な文化的道具となる。

しかし，ことばないし複雑な情動表現ができるずっと

以前に,幼児の文化受容(accuturalization)は共感(sym‐

pathy）を通して行われているのである。この共感はい

わば"情動的伝染および伝え合い，，(emotionalcontagion

andcommunion）であって,。母親が幼児に食事を与え

るとき，怒ったり興奮していると，子どもも不安にな

り，食事をとりたがらなくなってしまう。母親が不安定

な気持でいるとき，この不安は子どもに伝染する。幼児

初期において，すでに子どもは，母親の声の調子，やさ

しい愛撫（gentleCaressing)，愛‘清のこもった世話によ

って，自分の餓えや，不‘決，さびしさの泣き叫びが答え

られることで，母親に承認（approve）されているか承

認されていない（disapproval）かを知る。

しかもサリバンによると，幼児の不安は，重要な対人

関係の世界で，重要な人物から認められないのではない

かと心配（apprehension）するときに生れてくるのであ

る。意識的認識以前に，すでに幼児はこの母親の不承認

を感じとり，不安を味う。幼児にとって母親からうけ入

れてもらえないということは，きわめて不吉な，気味の

悪いもので，自分と自分をとりまく人間界との関係の全

面的なおびやかしと解せられる。幼児は身体的欲求の満

足だけでなく，もっと包括的な安全性をこの母親との対

人関係の場によって求めているのである。したがって，

ここで幼児の感ずる不安は，表面的なものでなくて，む

しろ全面的な"宇宙的，,体験（cosmicexperience）とし

て感ぜられる。

母親に承認されるとごほうびがもらえるd承認されな

いと罰と不安特有の不快を味わわねばならない。ここで

不承認と承認，不安とごぼうびという体系が生れ，これ

で個人が文化を受容し，教育されていく重要な支点とな
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る。かくて，子どもは承認された自分の行為からこれを

good-meとしてまとめ，不承認の行為はbad－meとし

てまとめられ，恐怖・薄気味の悪い経験はnot－meとし

てはずされ，自我一体制（self-system）ができあがって

いく。いいかえれば承認される活動と不承認の活動との

間を区別する必要から自我が生れることになる。そして

他人の評価が自我一体制をつくるともいえる。そして持

続的，かつ習慣的になったパターンとして一灸の行為が

参照される中心がI（私）であり，このパターンがダイ

ナミズム（dynamism）とよばれる。

さて，幼児は不安をひき&起すような行為を排除してい

くだけなく，認識自体も制限をうけることになる。不安

回避と安全維持のため注意の焦点がきまり，いわゆる選

択的無関心（selectiveinattention）の現象が起る。これ

はフロイドが，前意識とか無意識とかいったものに相当

する。しかもこの選択的無関心によって，意識されない

部分は分離し，サリバンのいう分離力動（dissociation

dynamics）が生じる。すなわち自己の安全をおびやか

し，不安を生じるようなことは意識にのぼる前に斥けら

れるのであって，この分離はフロイドのいう抑圧に近

い。そこで認識から排除された分離力動が自動的に自己

の中で動きまくり，あたかも自己の外からくるように働

きだすとき分裂病的恐怖脅迫感となって出てくる。また

不安による認識野の狭小化は，認識を限定する一段と厳

格な方法として強迫神経症症状となる。そして不潔恐怖

のように，不潔ということだけに意識が集中され，社会

生活がうまくいかなくなる。

では，幼児体験の際の意識の分離に起因する疾患を治

療するとはどういうことかというに，その幼児の精神発

達を示すことばとしてサリバンは，並列的ゆがみ（para‐

taxicdistortion）ということばを使っている。サリバン

は人間関係の発達過程を基礎として人格の形成を考え，

乳幼児体験の発達三段階として次の三時期をあげてい

る。

(1)原初期象徴化の時期（prototaxicsymbolization）

②並列 的〃 （parataxicsymbolization）

(3)構成的〃 ＜syntaxicsymbolization）

（1)は乳幼児が世に出てはじめてもつ経験であって，自

分と外界との明確な区別もなく，時間・空間の未分化な

状態で，重症の精神病症状にもたとえられる。

②は，未分化な世界がようやく分化してくる状態で，

味覚・倶覚・触覚等が分化してくる。しかし並列的とい

う修辞学の用語を借りているように，この段階は，文法

にたとえると，まだ接続詞によって文が論理化される以

前の状態のように，体験が並列的に続くだけで，前後，

全体が秩序だっていない。しかも他者との通じ合いのシ

ンボルも現実の検証を経ない,いわば独断的なもので,私

的言語，内閉的言語（autisticlanguage)である。この

内閉言語は,子どもの夢想や空想の中で,子どもにとって

特別な意味をもった私的体験に属する。時に分裂病の患

者などが人には通じない新発明の言語新作（wortneu‐

bildung）するのにたとえられる。しかも幼児は，さき

ほどの分離や選択的不注意によってかたよった対人関係

を結び，そこに母親の空想的人格化（fantasticpersoni-

fication）を行い，成長してからのちも，この対人イメ

ージにしばられ，現実に出合う人間に対しても，幼児期

に自分が親に対してとった態度パターンでもって接する

ことになる。これをサリバンはparataxicdistortion(並

列的ゆがみ）とよんでいる。フロイドの転移に相当する

ものであろうか。

したがってサリバンの場合，治療ということは，患者

が常に他者を自己の空想的人格と同一視してしまうとい

う並列的ゆがみを解きほどくことになる。フロイドの場

合だと,ここに患者と治療者との間に転移現象が起り,患

者の無意識的葛藤を意識化させるという分析が行われる

ことになる。サリバンは治療化の仕事を，患者のもって

いる不安や敵意を幼児期の障害の反応として生じている

のだということを患者が認識できるよう，協力すること

であるとし，また治療するものの立場を治療に参与しな

がらの観察者（participantobserver）ということで強調

している。以上でサリバンの対人関係の場を重視する精

神療法を概観したのであるが，では彼の所説が読書療法
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の理論づけに，どの点で利用できるかという問題に移り

たい。

読書療法における原理的なもの

サリバンの所説は，もちろん治療専門家による治療過

程以外に，幼少期につくられた「並列的ゆがみ」が，そ

の後の青年期の仲間との関係によっても訂正されると述

べておる。さらに,.さきに述べた構成的象徴化の段階と

いわれる段階に進むことで,ここでは体験に秩序ができ，

いままでの私的言語が共通言語となることである。よっ

てコミュニケーションが可能となり，自分の経験を他の

人たちの経験によって,確認される段階で,これを合意的

確認（consensualvalidation）とよんでいる。ここでは，

自己および外界を客観的・論理的に観察し，他人と共通

の概念，シンボルで意志を通じ合えるようになる。しか

もサリバンによると，この合意的確認に達するには，治

療者によるだけでなく，友人関係ないし，時にはかなら

ずしも肉体をそなえた人間そのものでなくても，人間関

係の場の重要な他者（significantother）としては鯛本，’

自体が役に立つのではないかとみていることである。

嘘一般に，実在の人間であろうと，書物の中にだけ存在

する想像上の人物（imaginarypeople）であろうと，も

う一人実在の人間が一緒にいるならば，そこに，何らか

の関係のわく組（frameofreference）が対人関係の場

(interpersonalSituation）を補い合って完成できる，，，

とみている。また対人関係の場の相手となる人間の貧弱

な環境にあっては，多様で豊富な図書がその限界を広げ

てくれる手段となると述べている。また図書は，自己お

よび他者からの疎外を防ぐ役割を果すともいう。

要するに，サリバンの場合，精神療法の一助として本

が果す役割を次のように考えているように思われる。治

療者が患者に対するとき，治療者とかなり打ちとけて，

警戒心がなくなり，その間に距離をおくことがなくな

り，心の中のことを全て自由に話すような段階にきた

時，その並列的ゆがみがでてきて，治療者をゆがめてみ

るような状況がでてくる。こういう状況下では実際三人

読書療法の理論をめぐって

の人物がいることになる。その一人は，患者が自分の行

動やことばを向ける確想像上の”治療者（フロイド流に

いえば転移によってゆがめられたイメージ）であり，も

う一人は，この“想像上の，，第三者に反応している患者

であり，さらにもう一人は，当の患者が反応しているこ

のイマーゴ（imago）が，どのようなものであるかにつ

いて観察し手掛りを得ようと努力している治療者であ

る。この組み合せの中で，図書中の人物の果す役割は，

"想像上の治療者，，，すなわち自分が，並列的ゆがみを着

せてみる対象となる。そして図書館員がこの場合治療者

の役割を果すことになる。そして患者が，当の図書を読

んで述べる感想や，人物評の中から，その患者の反応し

ているイマーゴがどんなものであるかを探り出し，話し

合いでそのゆがみを是正してゆくという公式である。も

ちろん，図式的な表現で，具体的な事例をサリバンはあ

げていないので，詳細はわからない。

また精神分析派のエリクソン（Erikson）の研究にも

とずいてカウフマンとテイラー（KaufmanandTaylor）

は，読書の治療効果について次のような考えを述べてい

る。文学作品によってその作者は読者の中に葛藤を創造

し，これを解決させていく。読者は自分自身がいままで

もっていた葛藤をそれによって解決する。そしてフィク

ションは，一種の人工的神経症（artificialneurosis）の

役を果すという。エリクソンはたしかに神経症の治療法

として，神経症患者に催眠術的にひきおこしたもう一つ

の神経症を解決させることによって治すことを主張して

いる。面白い見解である。

以上の所説を基盤にもつことによって，一般に指摘さ

れている次のような心的メカニズムが生きてくる。たと

えばキャロル（DeweyCarroll）は，

1.同一視（identification)，除反応（abreaction）

2.読書によってうる知的理解と‘情動的経験で自分自身

のパーソナリティーを統合させ，自己洞察を得る。

3.本能的衝動の代理表現，昇華。

またシュローデス（CarolineShrodes）は次の三つを

あげている。
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読書科学（Ⅷ､3）

1.同一視（投射，投入を含む）

2.カタルシス（除反応と同義に使用している）

3.洞察（insight)･…．d動機づけを’情動的に知る。

たしかに以上のような心理メカニズムをあげれば，そ

れでもう問題が片づいたように思われてしまう。しかし

カタルシスや同一視の意味をもう少し掘り下げてみる必

要はあるまいか。次に現代のすぐれた作家アーサー・ケ

ストラーの見解を見てみたい。

カタルシスと同一視

読書療法については，精神医学者，心理学の中にも，

その意義を十分認めながら，臨床の場にこれを利用し

て,そこから独自の理論を検証するという段階にはまだ

至っていない。上述のサリバンやエリクソンなども一つ

の方向や示唆を与えたに止まっている。ここで喜劇．悲

劇による感動の意味をケストラーの所説によって考えよ

う。

まず喜劇について。さて簡単な語呂合せ（pun）や皮

肉な酒落の面白さはどこからくるのであろうか。これを

ケストラーは’二重連想（bisOciatiOn）という新語で説

明する･いずれも一つのことばによって別々に二つのこ

とが連想される。このある一つの事象に，習｝慣的には矛

盾する二つの心理組織のわく組が，突然二重連想を起

す。これが喜劇に欠くことのできない必須条件である。

バナナの皮を踏んでころぶ人のユーモア，これはベルグ

ソン理論のあげるところであるが，この喜劇的な格好，

もし見る人の心の中で，攻撃的な悪意が同情的な同一化

に変ると，そのすべった人は憐れな人に変ってしまう。

ドンキホーテについてもそうだ。崇高なものが物笑いの

種になるのは，ほんの一足とびである。

さて，喜劇と悲劇，それぞれ固有の反射は笑いと，泣

くことである。前者は突然の爆発，後者は緩,漫なカタル

シスである。この爆発とカタルシスについてケストラー

の考えは興味深い。笑いのダイナミックスを見るに，笑

いの場合,上述のように,人間の思考は一つの連想的文

脈ないしわく組から，突如別の文脈ないし，わく組へ組

みかえが起る。このためこの時，何が起るかというに，

思考の場合，すなわちイデー化（ideation）の方のわく

組の飛躍，組替えは簡単であるのに，感情の組みかえは

容易ではない。そこでありあまったエネルギーがどっと

爆発することになるという。これは立派な心理学的立論

であると思う。一方泣く方は，感情をやわらげる放出反

射である。泣くときに放出される‘清動は，餓え・激怒・

恐怖の場合と違って，急劇な身体運動が欠けている。筋

肉は無活動，カタルシスに向う。極端な場合は桃惚様，

あるいはこん睡状態を呈する。これに似た情動は音楽に

耳を傾けるとき,壮大な景色を眺めるとき,すぐれた俳優

の演技を見守るとき,愛しあっているとき,神の恩寵に浴

している状態にみられるという。フロイドのいう太洋的

感情（oceanicfeeling）であって，自我は大量の水中に

分解する塩のようなものである。この時に感ぜられる共

通分母的なものとして，ケストラーは関与の感情（par‐

icipation）とよび，これは同一化ないし所属の感情とよ
t

んでもよし､という。自我は全体の一部として経験され，

この全体は人類であったり，自然であることもある。ケ

ストラーはこれを,"自我超越的感‘情，，とよんでいる。一

方，これと区別して餓えや，怒り，恐怖の場合には，自

我が表に出て，自我が自己充足的単位として経験される

ゆえ，自我一主張的感情と名づけている。しかも以上二

つの感情はいづれも一方だけという極端は少く，多少混

り合っている。これをフロイドのようにアンビバレンツ

（両面価値）といってしまうのは余りに簡単である。

ケストラーはさらに，喜劇に対応するものとして戯曲

にみられる幻想をあげている。幻想とは，現実と想像と

いう二つの世界が心の中に同時に存在し，相互に作用し

合う状態である。幻想は自己超越性を喚起し，自己一主

張的情動を抑制するか，もしくは中和してしまう。幻に

よって恐怖と怒りをよび起す場合でも，これらの感情

は，自分と英雄とを同一視することからくる代償情動が

あって，この同一視自体，自己超越的行為である。

いま，読者ないし観客に同一視ないし，カタルシスを

起させるドラマ・小説を考えてみよう。話すすじは，場
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読書療法の理論をめぐって

面ないし人物によって運ばれる。場面の展開を考えてみに心的，情動的疾患にまで発展するものとみている。

ると，焦点となる場面の中に生ずる二つの独立した困果これを防ぐためには，教育の主要目標として，健善

のくさりのもつれが，葛藤ないし和合，誤解をつくりだ（wholsome）で，自信のある（self-confident）自尊心

す。そしてこれが，悲・喜劇の生れるもととなる。次にをもった（self-respecting)，有能で，満足そうなパーソ

人物が問題となるケースでは，その葛藤が矛盾する気質ナリティーの建設をあげている。これがため，教師とラ

の間,ないし価値の違い,あるいは異なる行動習‘慣の間にイブラリアンは，子どもに必要な図書を選択し，ガイダ

生れる。しかもこの葛藤が一人物の中，あるいは月服のンスを与える道を探し求めているのだという。

人の中でか，英雄と社会との間で闘いぬかれることになたしかに作家ヴァージニア・ウルフのことばをかりる

る。これを読むものは心の中の衝突へ導かれる。しかもまでもなく，“幼年時代の印象は，もっとも永続的，か

こつの同時的自己i同一視，相矛盾する自己同一視のI間のつもっとも生涯を深くつらぬく印象',であることに間達

衝突として内面化される。いない。幼年時代の読書材の与え方はきわめて重要な意

このように文学作品やドラマに接することによって，味をもっている。その方法として，子どもの発達要求に

読者は日常経験のわくをより大きな感‘情可能性のわくにあった物語を選んで，その物語りの中に出てくる人物に

二重連想で結びつけてくれる。これはカタルシスを容易ついて，集団討議（groupdiscussion）を行わせ，なぜ

にする処置，あるいは感情の流れを大地にアース（接その人物が，そのような態度に出，そのように反応する

地）する処置ともいえる。同時にありふれた経験が，別かを論じ合うとともに，その物語りの中に，どんな社会

のわく別の分脈に移されるゆえ，そのありふれた経験が的価値（socialvalues）が見出されるかを話し合うよう

新しい，未知の光の中であらわになってくるように見えにする。ここで，これら社会的価値の意味をあきらかに

るのである。以上，簡単な叙述ではあるが，カタルシスして（defining）いくということが重要な課題となる。

というすでに自明の説明概念のもつ広い意味が多少うか しかも子どもの場合，やはり子ども自身の問題に類似

がえるのではないかと思う。この問題は，とくに青年期の問題,状況場面に直面した人物がその物語に出てきて，

や，成人の読書治療という問題を論ずるとき，文学におその人物との同一視による問題解決を通して，心的・情

ける感動形式の意味などとともにあらためて問題にすべ動的治療ができるものとみている。しかも適応というこ

きことがらであろう。ここでは次に，比較的感動様式のとが一般に強調されるけれども人間的成長（personal

素朴な子どもの読書ガイダンスの問題にうつりたい。まgrowth）をぬきにして適応は考えられない。

だ実際面の仕事が前述のサリバンの説をどれほど裏付けしかし本を与えるといっても，やはりその子どもが，

てくれるか，なかなか難しい問題であるが，何かの示唆自由に利用できるように，どんな本を置いておいてやる

を与えてくれるものと思う。カュがきわめて大事なことになる。そして本は，その子ど
もの特定の要求を満足させうる度合いに応じて，個人の子どもにたいする読書ガイダンス

助けとなるものである。したがって，ここでも，哩the

小学校図書館のライブラリアンであるHutchersonのrightbookfortherightchildattherighttime”と
発表によってみてみよう。いう原則が支配している。

子どもが心的障害を起す原因としては，子どもの不安子どもが本を読む過程を考えてみるに，子どもは単に

定感，劣等感，それに自分についての恐怖，環境につい目だけによって字面を追っているのではなく，今までに
ての恐怖がもとにあって，これが軽減されないと，慢性得たその子どもにとってありったけの知識の貯え（store

の，望ましくないパーソナリティー特性に発展し，ときofknowledge）を総動員して読んでいるのである。そし
－13－．



読書科学（Ⅷ'3）

て自分自身の要求や問題をその読書経験の中へもってき語りによって，子どもは愛の本質が何であるかを，おぽ

て，そこにあらわれる人物の中に自分自身を読み込み，ろげながら認識するに至る。

しかも，その同一視された自分を，他人が自分をみてい2．仲間から受け入れてもらいたい要求（being

るように，いわゆる他人の目で自分自身をも見ることがacceptedbypeers）

できる。すなわち，子どもは作中人物という鏡に自分を子どもの，同じような仲間，グループから受け入れて

映してみて，mirrorimageとして自分の弱点も直視すもらいたい，そのグループに所属したいという要求は，

ることができる。しかも物語りの中ゆえ，直接自分の自上述の安全要求と密接に結びついている。

我は危険におびやかされることはない。いわゆる代理経3．物質的安全の要求（materialgecurity）

験（Vicariousexperience）を行うことができるのであ物質への願望，あるいは経済的安全への願望のみたさ

れることが，子どもにとって重要なことはいうまでもなる。

Hutchersonは子どもの要求(needs）を次の五種類にい。次の問題になるのは，精神的安全の要求である。

分けて，これらそれぞれの要求に合うよう，小学校の段4．精神的安全の要求（spiritualsecurity）

階でうまく利用した本の名前をあげている。子どもには，ある程度の物質的な安全とともに，価値
1．情動的安全の要求（emotionalgecurity）とか道徳的目的の感覚が必要である。これによって精神

子どもはなにより愛し愛されることを求めている。人的安全が保たれ，いっそう寛容な性格を育て，生活上の
間関係をはじめて習うのは家庭である。しかもまず母親多少の動揺，浮き沈みにあっても，これに抵抗し，乗り
との間である。情動的安全が確保され，不安のない家庭きっていくことができ，ものごとに処して確かな判断が

の雰囲気には，自ずと信頼感・誠実さが育ち，さらに子下せるようになる。やはり子どもには，子どもなりの人
ども心にも不屈の精神（fortitude）やユーモアの心さえ生における方向なり，目的なりが自覚されておるべき
芽生える。家族間にいがみ合い，敵対の気持があるときで，この安全が失われると，子どもは混乱し，時に反社
には，うたぐり深い態度や，交戦的（belligerent）態度会的・自己中心的で，不安定な状態におかれることにな

る。価値を示し，行動の道しるべとなるような本が望ま
が支配的となり，子どもの安全追求の要求は拒否され，

い､。
重大なハンディキャップをもつことになる。

ここではJeanMerillの最高の馬(SuperativeHorse）
このような要求にあった本としてLaunaBannon著

のハワイの贈物（TheGiftofHawaii）という本をあげをあげている。これは子どもの心に，人生におぼろげな
ている。その内容は幼いハワイの少年の物語りである。がら道のあることを照らしだしてくれるような話をもつ
この少年は母親の誕生日に何かすばらしい贈物を買ってている。例えばすぐれた馬は，単にその色合い・血統。
あげたいと思っている。しかも自分のもっているお金体格だけできまるものでないとして，ハソ・カンという
は，たった数ペニーしかない。お店へ行っても思うもの子どもは，自分の黒い種馬の立派さを示すため，皇帝の
は売ってもらえない。がっかりしてしまう。そこで彼は馬小屋からすぐれた強い馬を選んできて競争させる。劣
あることを思いついた。お母さんに美しい野花で，レイった馬を相手にすることは何の名誉にもならぬ。優れた
くlei）をつくってお母ささんの首にかけてあげることを馬はつねにすぐれた馬を相手として，たえず向上してい
思い立った。母親はこの子どもの手作りのレイを身にっくものであることを示す。

また“ChristmasTreeForest?，という本もあげられけて，誇らしく，、《これは，私がいままでに得た最大の

贈物です，，，唾小さい花のこの全てが大きなアロハ(alohaている。これはクリスマスの季節向きの物語によいとし
＝love)に満ちています｡,，とよろこびを伝える。この物ている。インジという子ども，自分のちんばの妹に，な
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んとかたのしい幸福なクリスマスを迎えさしてやりたい

と，そのことばかり願っている。そしてこの自分のため

ではなく，他の人のためにと念じている子どもだけに，

サンタクロースのおじいさんは贈物を授けて下さるので

ある。他のものはだれも見出せないのに，このインジだ

けがクリスマス・トリーの森で贈物を見つけるという話

である。ここには非利己的な態度の尊さが示されてい

る。

また改作ものではあるが，BarbaraCooneyの小さな

手品師（TheLittleJuggler）があげられている。この

手品師の仕事は,人の目をうまくごまかすことであって，

このだますこと以外どんなこともできない。しかしこの

自分にできるベストをつくすことが，幼児キリストや聖

母に対する，他のいかなる見かけ上の立派な贈物より尊

いものであることに気づく，という物語りである。

5．身体的ハンディキャップ（physicalhandicap）

これは，十分注意をはらって本を与えなければならな

い問題である。かならずしも，すべての子どもが，この

身体的ハンディを克服して，健康で丈夫にはなり得な

い。自分にあわれみを感じないようにし，忍耐と辛抱を

学ばせることは難しいことである。ここでは，強い精神

と強い身体をつくるのに何年もの忍耐を経て努力した

TheodreRooseveltの伝記をあげている。

ぱた盲学校の校長であるMissChoeは，伝記ものと

してくじけなかった優勝者たち（ChampionsbySetback

byDavidK､Boynick）を読書治療用リストの中にあげ

ている。これはアメリカ各地および社会のいろんな階層

出身の8人の競技者が，自分たちのハンディキャップを

克服して偉大な選手に育てあげていく過程を教えてくれ

る。℃hampioninDarkness”では第二次大戦で傷つい

読書療法の理論をめぐって

た戦士が，盲人ゴルフの選手権保持者になる物語りであ
る。

こうした読みものは，たしかにその中に，自分の写し

(counterpart）を見出し，自分もその問題解決の糸口を

発見できるようになる点で，読書の効果は大きい。すで

に半世紀も前，有名な精神医学者P､ジャネは，読書治

療のすぐれた効果について，ジョン・スチュアート・ミ

ルが，ひどいうつ状態に落ちいっていた時，全く人生に

つかれ，自殺を企図し，もうとても一年とはもたないと

考えていた矢先，Marmontelの思い出（Memories）

を読み，その著者が，父親の死に合い，いかに家族が失

望し，苦しんだかを知り，突然ミルは生きる勇気を得

たと述べていることに接し，読みものの指示（reading

assignement）の必要を痛感している。

いずれにしても，今後この読書療法の重要性を叫ぶと

ともに，その実践を通しての理論の建設にはげみたいも

のである。

参考書

HaryStackSullivan:ConceptionsofModernPsychia

tryl940.：ThelnterpersonalTheoryofPsychia‐

tryl953.：ThePsychiclnterviewl954・
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Hutcherson:BooksThatHelpChildren：ADiscussion

ofBibliotherapy・LibraryJournal・May、1963．

ArthurKoestler：SomeAspectsofCreativeProcess、

1961.
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精神医学における読書療法'‘

野間教育研究所

阪本敬彦舞
高木和子

人に，「この本はいいから読みなさい｡」といってすす個人の読書行動を決定したり，読書行動に影響を与え

めることは，昔から経験的に行われている。また，精神たりする要因としては，その原因別に考えると，次の2

異常の患者に対する処方として，本を与えることも経験つに分けられる。

的に行われてきた｡側）それが，経験的段階からさらに （1）個人的要因一個人の心理・生理的状態とか，知

進んで，書物の性格を分類し，読書療法のための図書目能，教育程度，過去の読書習慣，社会的背景，性別，年

録が作られるようになったのは今世紀に入ってからのこ令など，個人的属性による要因。
②読書材料又は読書環境の要因一読書材料一書物とである。（7,15,31,38,54,56.58）

読書療法に関する研究は，精神医学，特に病院とか診の物理的条件，内容など，および読む環境による要因。

療所などの実践的分野でなされたものが多い。これらの 以下，この2つの要因別に考察を進める。

研究論文の内容は，日常の病院図書館の運営面について （1）個人的要因について

のこと(6)から，精神異常の患者に読書をさせてみた結Mower(45）は，ある病院で，入院中の精神異常の恵

果の報告のような実験的なもの(2,16,24)まで，広範にわ者と病院の職員とで読書や趣味の傾向にちがいがあるか

たっている。ところが，あまりにも内容や原理が変化にどうか比較したが，有意な差は見出せなかった。しか

富みすぎていてtherapy（治療）の要素がぼやけてしまし，患者の方は，あまり興味を示さず消極的であった。

っている感がある。彼の説によれば，心的エネルギーがどのくらい自由に活一

要するに，読書療法は，精神医学の治療面における’用できるかということが，読書や趣味を発達させるのに

つの重要な手段として存在してはいるが，その理論面に決定的な要因となる。従って，注意や関心，エネルギー

も実践面にも，明確な基本的原理が確立されていないのが病気そのものに集中してしまっている患者は，読書が
である。こういった基本的原理の確立は，読書行動の完どんなに潜在的効果をもっているものであっても，読書言

全なる理解なくしてIまのぞめない。そこで本稿では，読することはできない。

書行動の決定因γ読書の行動に及ぼす影響，読書療法の 精神医学の治療の問題を展望した中で，Appel（2〉

実践の3つの側面について汎それらを取扱った諸研究をは，神経症患者のほとんどは，神経症固有の心的障害の
展望してみよう。ために読むことができないのだと述べている。一方，

Lazarsfeld(34)は，読書行動の決定因としての年令の要：

1．読書行動の決定因 因を研究した。その中で，読み手は，自分の年令に近い

年の登場人物が出てくるような話を好むことを見出し

た。この他，患者の性別，国民性，社会経済的水準，職諾BibliotherapyinPsychiatry・

鐸SAKAMOTO，TakahikoandTAKAGI,Kazuko業なども読書行動に影響する要因であると述べている者一

（NomalnstituteofEducationalResearch）もある。(10,43,54）
＝＝16－
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Menninger(41,42）は，読書療法を行なう人は,読書

が個人的なものであること，つまり正確にいえば，ある

2人にとって同じ本が全く同じ意味をもつということは

ありえないし，同一読者についても’その本を読む時々

によってまた別の意味をもつようになるものであること

を，よく知っておく必要がある，と主張した。

読書療法に関する研究の多くは，読書行動の無意識の

決定因ということを考慮に入れていない。しかしなが

ら，治療とは患者の意識的興味に適合させるだけではな

く，彼の無意識的興味にも合わせていくべきだと主張す

る者もある。そうなってこそ，書物のもっている象徴的

意味を適確に照合しえるという。(39,41,43)精神分析学者

は，大なり小なり，読書に固有の普遍的な無意識の要因

というものがあると仮定してきた。Stracey(57)は，本

の内容とは別に，読むという行動それ自体に読者に満足

を与える特殊な要素があるのだと主張した。彼による

と，この特殊な満足というのは，本質的には口唇愛的な

ものであるが，窃視症的，虹門愛的傾向も含まれる。そ

して，リビドーの分配の個人差が，書物の選択や読書の

様式に影響するのである。

‘読書によって得られる本能的満足の例としては，

Finichel(18)が,読書と虹門愛との関係を説明した中で，

トイレにすわると，よく本を読みたくなるということを

引用している。これは’無意識のうちに貯えられた物質

を失うのを代償するために，読書によって別の物質をと

りもどそうとする欲求である，と説明している｡そし

て，食べながら本を読みたいという衝動は，口唇愛的興

奮に注意をむけさせないようにするためであるO読書は

「せんさく好き」と結びついており，これが暴飲暴食に

とってかわるのだという。

趣味活動の研究をしているMower(45)は，口唇的性

格の人は，他の性格の人よりも，趣味として読書を好む

ものが多いと報告している。

読書は，エデイプス的葛藤緊張を象徴化や転移といっ

た心理的メカニズムを通じて表現するものだともいえ

る。

精神医学における読書療法

Stracheyは，書物や紙は，無意識には女性又は母親

の象徴として受け入れられ，書かれたコトバや作者の思

想は，男性の象徴として受け入れらるという。この立場

から見ると，読書とは，読者の父親に対する口唇的なj

敵意にみちた，破壊的感'清の表現であり，また彼の女性

受容願望の表現である。飢えた読者は，書物（母親の象

徴）へ入りこむ，と同時に，コトバ（父親の象徴）を読

む（むさぼり食う)。そしてそうすることにより，自分

自身を満足させ豊かにして行く。Finichel(17）による

と，窃視症的衝動が又読書を利用している，ということ

もある。彼の患者で子供の時に絵本恐‘怖症にかかった者

があった。その患者は，一度その本に対する恐'怖感がと

りのぞかれてしまうと，窃視症的衝動が，本を何から何

まで知りつくしたいという過代償的なかたちであらわれ

た。

このように，読書の個人的要因を考えるのに，精神分

析的見方も重要なもの一つであるとする者もかなり多

い。

（2）読書材料，読書環境の要因について一

この中は，さらに次の2つの問題に分けて考えられ

る。

（a）読書材料（書物）の主題・内容に関するもの

（b）読書材料の物理的適性・構造に関するもの

書物の内容を任意に分類して，患者がそのうちのどれ

を好んでいるかを調べる，といった方法での研究は多

い｡(23,36,49,50）これらの研究の方法は，患者の精神医学

的診断の水準と，彼の好んで読んでいる本の便宜的カテ

ゴリー（例えばフィクション，ノン・フィクション，伝

記，科学，旅行記といった）との関係づけをしようとす

るものである。すなわち，正常人の読書と患者の読書を

比較したり，異った診断を受けたもの同志の読書を比較

してみたりする方法であるoこのような方法をとった研

究結果をいくつかあげると，Pomeroy(49）は，入院し

ている精神異常者には，フィクションが好まれると報告

し，Lind(37)はその反対であるといった。Mayden(鋤

は,ノン・フィクションは,入院している精神異常患者に
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好まれるが，だんだん回復に向っている患者の間では，

フィクションが徐為に人気を得てくると述べた。さら

に，McFarland(39）は再び，患者にはフィクションが

好まれると報告した。

このように，研究によっては相反する結果がでてくる

のは，書物の性格の分類にあたって，各人がそれぞれ任

意に分類したということがもたらす，当然の結果だとい

えよう。

次に，書物選択の決定因として，書物の物理的特性を

扱った論文について概観してみよう。

Lind(37）は，患者が本を選ぶ時,その選択基礎とな

っているのは，本の表紙の色と棚の上の位置であると

し，Fleming(20）は，ジャケットの魅力が意味を持つと

主張した。McFarland(39）は，書物の構造が読者の心

理的反応をひき出しうることの重要性を強調したo書物

の大きさ，型，色，重さといった要因が，ある1冊の本

を選ぶか選ばないかを動機づけ，その決定に影響するよ

うなむすびつきができる。同様に，本の位置とか’物理

的環境における他の本や他の物体との関係も，潜在的に

は，読者の注意をひいたり，ひかなかったりし，それに

よってその本の選択が促進されたり，阻害されたりする

という点で影響を及ぼしている。

読書行動に影響を及ぼす要因のうち，環境的要因とい

うのは，次のようないろいろな要素も全て含むような

個人の全環境戯､うのである。すなわち，読書をする場

所，そこにいる人間，それらと読者との関係，読書中の

物理的．感情的場などの全てを含むのである。

P9meroy(48）は，精神異常者の読書には,病院図書

館の雰囲気が大きな影響をもつことを指摘し，Davie

u4)は，患者がとても快適な読書ができるように設備さ

れているMenningerFoundationLibraryの物理的特

性はいかなるものかを詳細に報告している。

「読書とは，読者と他の人との過去と現在の関係の関

数である｡」ということは，読書行動と読書療法とを理

解する上に重要なことである。Strachey(57)は，次のよ

うにいっている。「読むということは，子供が体系的に

教えられる，はじめての知的活動である。そして，破綻

なく子供に読みを教えることができるということは，現

代の教育者の誇りになっている｡」

読みを学ぶことは楽しいことだと思わせることのでき

る教師は，読書を親しみやすい，楽しいものとするのに

一役買っている。患者の読書行動範囲の中にいる人を’

図書館員，病室の職員，セラピストなども又，患者の読

書活動に対する態度に影響を及ぼしている。読書の好き

なサイコセラピストは，そうでない者よりも患者の治療

的読書に大きな影響を与える。又，セラピストが推せん

した本は，そのセラピストが患者の心の中でどんな位置

を占めているかによって，受け入れられ方が異ってく

る。

いかなるセラピーにおいても，転移という現象は非常

に重要なものである。(2'）

読書療法を熱心にやっているセラピストは，自分の患

者がよい方に転移をおこしている時は，悪い方にむかっ

ている時や，葛藤場面にいる時よりもずっと従順になる

ことに気がつく。Fenichel(18)は，転移による回復のメ

カニズムは，教育者が教育に成功するメカニズムと全く

同一のものであろうと述べた。転移反応の一部として,

患者は，読書も含む自分自身の行動を，セラピストによ

って潜在的に与えられた賞であるか，又は，セラピスト

から加えられた罰であると考える。

そういった意味では，患者は，自分のセラピストを喜

こぱすために読書するのかも知れないし，反対に，彼を

不‘決にするために読書するのかも知れない。患者は乳本

の中に，セラピストと競争し，打ち勝つ方法を求め，そ

の結果として自分自身の状態を打破する方向にむかう。

それ故に，セラピストが転移に反対するような態度を示

すと，それが患者の読書行動に影響するoセラピストの

中には，患者が読書で知識を得ると，患者の競争意識が

自分の治療活動の効果以外のものを生み出したと感じ

て，無意識に，患者が自分自身で読書することを妨げた

り，軽んじたりする者もある。

読書療法は，セラピストが，無意識の拒否の態度を表

－18－
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わしながら行なわれる誘導的手段である。すなわち，患

者が読書療法を受けることによって，どこかに自らの答

を見出せるようにしてやる手段なのである。(19）

同じように，患者に書物を与えてやる図書館員などの

人々は，，患者がどんなふうに本を扱い，それについてど

んな討論をするかをよく見きわめ，そういった面から，

患者の読書に対する動機を促進したり妨害したりでき

る。扱い方や，与えられ方が不適当だった本は，患者の

心の中に拒否の印象を残す。(39）

本の与え方の影響力は，病院や病院図書館の制限や規

則に関係してくる。患者が自分自身で書物を選べるとい

う自由は，彼が図書館を容易に利用できればできる程，

治療に効果がある。患者が利用できる本の種類や冊数を

制限することは，彼らの自由をさまたげ，患者が読書か

ら得る満足を制限し，ひいては，読書からはなれていく

原因にさえなっているかもしれない。（39,40）

2．読書の行動に及ぼす影響

読書療法の一番根本的な仮定は，読書は人間の行動に

影響を与えうるものだということである。この仮定は，

常識的には証明を必要としないほど当然のことと思われ

ている。多くの文明人は，読書によって読後の行動様式

が変化した経験をもっている。しかし，読書が人間の行

動に影響を与えるというこの仮定は，心理学的理論や，

科学的方法論においては，明確に立証しえていない。現

状では，もし，ある書物が大衆の行動に絶大なる効果を

もったとしても，それが真にその書物を読んだことによ

る効果であるかどうかを確めることさえもできないので

ある。

たとえば，ストウ夫人が「アンクル・トムズ・ケビ

ン」を発表した後，アメリカでは奴隷開放の一大大衆運

動がおこった。しかし，その運動は，ほんとうにストウ

夫人の本によってひきおこされたものなのか，それと

精神医学における読書療法

ない。また，犯罪を扱ったマンガを子供達に与えるのは

よくない。けれど，そのマンガ自体が，子ども達を犯罪

に導くのか，そのマンガを読むことが，すでに子どもの

心の中に存在していた反応の型を刺激したにすぎないの

かもわからないのである。このように考えてくると，読

書療法によって回復した患者達も，ほんとうに読書療法

の効果があってなおったのか，それとも，読むという行

動自体が，患者が回復にむかう行動変容の一つのあらわ

れにすぎないのか，どちらとも決めかねるのである。

一方，読書療法は理論的に有効であるとする論証も，

広告，宣伝，教育等の分野で演鐸的に述べられてはい

る。(11）いずれにせよ，「読む」ということは教育をす

る上にも，社会的コミュニケーションをする上にも，必

要不可欠な条件であることだけは確かである。

前節では，読書がどのようにして読者の欲求を満足さ

せるか，すなわち，個人内のある欲求が，読書を動機づ

け，読書によって何らかの内的満足が達成されるといっ

たことを扱った論文を展望してきた。(18,43,45,57）それ

らの論文では，読書によって楽しみや情報を得る，レク

リエーションのための読書といった表面的満足について

とりあげたものが多かった。(2,11,41）これらの論文で，

ほぼ一致していっていることは，適当な条件下での読書

は，読者の心理生理的緊張をやわらげ，快楽を感じさせ

るという点であった。ここでいう快楽とは,.読書によっ

て得た知識を人に教える時に，自分の認識が完成したよ

うに感ずる，といったたく･いの，読書行動に伴って感

じ，経験するものである。

読書によって読者が得るものを考えてみよう。まず，

読書することによって，読者は一時的に個人的葛藤から

逃避することができるし，自分を登場人物と同一視する

ことによって，社会的経験を増すことができ，書物に象

徴されていることと，社会的行動との一致をみとめるこ

とによって，意識的・無意識的に満足し，自分を著者や

も，ストウの本が一つのきっかけになっただけなのか，登場人物と同一視することによって，いながらにして現

それともまた，ストウ夫人の小説自体がそういった時代実を改革したり，社会を是認したりでき，読書の中で，

の前兆だったのか，を考えてみると，どれとも決められ自分の行動の指針や，問題解決の手法を学び，同一視の
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メカニズムを通じて，自分のモラルや倫理観や目標を修

正したりする，などといったことがあげられる。

Mayden(40）は，読書によって自分の欲求を満足させ

るということに関しては，精神異常者と正常者とで何ら

かわるところがないことを見出し，読書療法というコト

バに疑問をなげかけた。彼は，入院している精神異常者

にとって〆読み物の選択や拒否の自由が特別重要な意味

をもつのは，彼らが入院しているということ自体ですで

に自由を制限されているからであると主張した。

Allen(,）は，読書によって無意識に欲求を満足させ

ている患者について述べた。その患者は，本を終りまで

読みおえると，その本について痛烈な批判を加えた。し

かし，その患者の態度と夢を分析した結果，一番ひどく

批判されているものが，患者が無意識に一番楽しんでい

るものなのだということがわかった。読書療法は，口唇

愛的欲求や，窃視症や，虹門愛的傾向を満足させ，昇華

させるのに役立っている。彼は又，読書療法が，攻撃的

緊張の昇華に役立っているある婦人の例を引用してい

る。彼女は，治療中に次のようにいった。「時々，私は

夫を殺したくなる。そんな時，私はその代りに探偵小説

を読むんです｡」

Strachey(57)は，全ての現代人が読書に親しむように

なれば，人間の持っているサディスティックな要素を昇

華させる機会が多くなるので，人間の中にむきだしのま

ま残っている残忍性を，少しでも縮少することができる

と述べている。この意見は，漫画・映画・テレビ・ラジ

オ等での犯罪．暴力・サディズムは，子どもに残忍性を

模倣させるものだというWertham(59）の考えとは正反

対のものである。

Glover〔25)の主張をFenichelは次のようにまとめて

いる。多くの心理療法の効果は，患者の症状に人為的代

償を与えるようにしむけた結果あらわれるものである。

そう考えると，患者が回復するかどうかは，次の三点に

かかっている。

（a）人為的代償が，‘患者の心理・力動的構造とうま

く適合するかどうか。

（b）代償が，ひそかなセックスをもったり権力をも

ったりすることで，楽しみうるものかどうか。

（c）代償が，患者の症状の派生物か何かのように思

われないほど，患者のはじめの症状から十分に転換でき

るかどうか。

読書療法は，Appel(2)とAllen（1）の二人によっ

て，患者の行動を外へ転換することを可能にする方法と

して，推進されてきたのである。多くの精神異常者のも

っている自己中心性は，自己強化の傾向を有し，それが

ために病気を長びかせる結果になっているのである。読

書は，自分以外の物への興味を刺激するので，こうした

悪循環を打破するのに役立つのである。

Banyai(5）は，結核入院患者にとって，読書療法は'・

読書によって病院外の世界，正常者とのつながりをもた

せ，生活に適応しやすくさせるものであると述べてい

る。Gardner(24）やMenninger(43）も，精神異常者を

治療するのに，読書療法を用いた例を報告している。

患者の社会性を増大させ，グループ活動を活発にさせ

る手段として読書療法を利用した例はいくつか報告され

ている。Bursinger＆Kenyon(12）は，TomahのVe-

teran，sAdministrationHospitalで行ったグループによ

る読書療法について報告した。早発性痴呆症の患者にグ

ループ療法をする時には，声を出して本を読ませ，読ん

だ本について皆で話し合うようにさせた。他の患者の読

書グループでは，読んだ作品の概要を話し，その本につ

いて皆で話し合うという形式がとられた。Mannigan

（28）もNorthportのveteran，sAdministrationHos-

pitalにおける同様なグループ療法のプログラムを報告

した。この病院では，受け持ちの精神医の監督の下で図

書館員によってセラピーが行なわれている。Blackman

（8）は，早発性痴呆症患者のグループ治療について述

べ，Grossman(26）は，患者が図書館を活発に利用でき

るようにするためのグループ療法を行った。Lerzell(35）

は，精神異常者に本を読んでやることの効果について述

べ，患者のグループにはどんな本が好まれるかを報告し

た。彼は，読書療法を，より大きい集団療法といわれる。
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ものとむすぴつけようとした。Heath(29）は，アルコー

ル中毒患者に，集団療法を行って成功した例を報告して

いる。ある反抗的な患者は，アルコール中毒に関する文

献を読んでからは，積極的に治療を受けるようになった

のである。Schneck(52）は，集団による読書と役割演技

〈roleplaynig）とを併用して，患者が自らの問題につい

て，洞察を得る助けとしてやるための技法とすることを

提案した。読書療法と患者のレクリエーシ蜜ン的，趣味

的活動と結びつけることを推奨している人もある。(44,

55）

図書館という場の中で，精神異常の‘患者に労働経験を

与えうるということもセラピーの一つの結果だとされて

きた。Bursinger＆Keyon(12）は，患者と図書館，図

書館の中で働いている病院の職員との関係が重要だと強

調した。又，本を管理するとか，貸出し，本棚の整理，

貸出し期間超過のもののチェック，病院新聞へ本の紹介

文を書くこと，などという病院図書館の活動は，読書療

法の実践とむすびつき，療法に利用することも出来るこ

とを報告したものもある。(6,13,32,52）又，McFarland

(39)は，患者達の親交を深めるために’ある患者が本を

読んだら，その本の感想を書いて本の見開きに貼らせる

ことをすすめている。

以上概観してきたように，読書療法の効果を報告した

論文の多く，特にグループ読書に関するものは，主とし

て，経験的に，患者が回復したとか，社会性が増大した

とか健康的な仕事や遊びをするようになったという問題

を扱っている。それがために，読書療法は，特別に分化

した治療法というよりも，環境療法の一側面のように受

けとられやすくなっている。ここでは，読書療法とは，

病院における精神異常者の社会性を増大させ，興味や活

動を活発にさせ，より健康的な同一視をするようにし，

社会的役割を心の中でためしてみる機会を考えることを

目的とした環境療法の付加的技術であるとして考えてい

る。

又，別の意味で，書物を個人的心理療法に用いている

者もある。すなわち，洞察を得ることを目的とした，説

精神医学における読書療法

明の手段を書物の中に見出させるために本を用いた例も

報告されている。Lazarsfeld(34）は，患者はセラピスト

よりも，その本の作者を中立的立場からながめているか

ら，洞察というのは，セラピストから説明されて得られ

るものではなく，患者が読書の結果，自ら得るものであ

ると主張した。Appel(2）も，読書療法とは，患者個人

が関与している要因をとりのぞいてやることによって，

患者自身が自分で洞察を得るようにしてやるものである

という。又，心理療法の個人面接中に患者がしゃべった

ことの中心点をつかむ手段として，読書療法を用いると

よいとすすめている者もある。Schneck(55）は，読書療

法によって，患者の問題についての話し合いが刺激さ

れ，彼が葛藤をひきおこしている原因は何かという内容

をたくさん聞き出すことができた例をあげているo

Lazarsfeld(34)は，そういった内容は，患者に,読書の

好みとか，読んでいる本の中で誰を自分と同一視してい

るかなどをたずねている時に一番よくひき出せると述べ

ている。Kircher(33）は，行動異常の子どもに読書を

させた結果，同一視がよくなっていき，治療中の反応も

変ってきたと報告している。

Baker(3）は，読書療法は，模倣と同一視のメカニズ

ムの関数である，という理論に固執する人々に対して忠

告して，次のように述べている。‘慢性的病気や身体障害

の患者が書いた個人経験の本は，非現実的同一視をする

ことによって，フラストレーションがこうじた反応や病

気をもつ読者には達成することのできないような目標を

もたせる結果になってしまう。

3．読書療法の実践

精神医学の実践場面における読書療法は，個人的心理

療法，（,4,28）病院精神医学，（14,28）小児精神医学，(9，33
）

夫婦生活のカウンセリング(46）といった分野で行われて

きた。

Appel(2）は，心理療法をする場合,読書療法を併用

した者の方が，そうでない者よりも，効果がより速くあ

らわれることを見出した。読書療法は又，個人面接や，

－21－



読書科学（Ⅷ’3）

退院後のセラピーにおける医者（セラピスト）と患者と

の関係を維持しておく手段にもなっている。(2,55）

患者に心理療法を行っていて，適当な時期に読書療法

を併用するのが，一番よい方法だと考えられる。では，

その適当な時期とはどんな時であろうか。患者が，自分

から進んで書物を読みたがった時は，たしかに読書療法

を行うのによい時期であるといえる。そうした欲求を患

者が持ったということは，彼がすでに読書によって満足

を得られるようになっており，そのために読書すること

が動機づけられたのだということを示しているからであ

る。しかしながら，読書することに動機づけられてはい

ても，何らかの理由で，本を読みたいといわない患者も

いるし，読書によって良い効果が期待できるとわかって

いる患者でも，セラピストとか他の環境の要因によって

動機づけられなければ読まない者もいる。患者に，いつ

読書をすすめるか，どんな書物を，どのようにしてすす

めるか，をきめる時には，常に個々の患者の心理状態を

考えてやることが一番大切である。(2,41,43）

ある種の患者には，ある特殊な書物がよい。たとえ

ば，妄想型や抑圧型の患者には非人格的読み物がよい，

ということを示唆している研究者もある。(24）又，シリ

ーズものを用意しておき，個/々の患者の心理状態に応じ

てその中から書物をえらぶというやり方の者もある｡(2)

Lazarsfeld(34）などは，特にどの本をすすめるというふ

うにきめず，患者が前から知っていたものを用いてい

る。

子どもの読書療法のための図書目録がのせてある論文

としては，Appel（2），Ebough(16)，Schneck(55)，Ball

(4)，Hannigan(28)，Kircher(33)，Hall(27)のものがあ

げられる。

治療を目的として書物を与えるという方法は，たしか

に，科学的とはいいえないものである。しかし，Appel

（，）のいう“読書療法は，科学というより芸術といった

方がよいかもしれないが，そのことが，読書療法の標準

化や方法論の発達をさまたげるものとはならない｡”と

いう意見が，一番納得のいくものであろう。それでも，

読書療法を理論的にしっかりしたものにしようとしてい

るBryan(10）やOathout(47）のように，まだ検証され

ていない仮定にもとずいた原理や技術を存続させること

を非難する者もある。Oathout(47）は，はっきりした知

見によって，次々と仮説が体系的に検証されていくたび

に，何度も何度も分類のしかたを正していくという方法

で，ある‘患者の特殊な本に対する反応の詳細な研究をし

ている。SchneCk(54）は，こうした研究を擁護している

が，こういう詳細な報告は価値あるものである。同じよ

うに，読書過程と読書材料がもっている無意識的要因と

いう観点から，患者の反応を体系的に研究する必要があ

る。

読書療法の行動に及ぼす効果という問題についての数

少ない結論的意見から見ると，セラピストが，広い心と

柔軟性のある態度を持ち続けることが，セラピーを成功

させるもとであるといえる。ある人のある本に対する反

応を見て，その本が他の人にひきおこす感動を確実に推

定することは不可能なのであるから。(40）この問題で，

Bryan(10）は，不幸にして，個々 の患者の心理を考えず

に，セラピストの勝手な予想にもとずいて，書物の与え

方を決める場合がある，ということを指摘している。書

物の選択の自由を制限する方がよいということを立証す

るような知見は，少くとも精神異常者の読書については

ない。自分自身で本を選択する自由の価値と読書による

昇華の効果との二つを考えると，読書を制限すること

は，害あって益なしといえよう。患者の読書の価値は，

個々の患者の心理状態を理解し，それを読書と結びつけ

るセラピストの技術の正確さによって大きく変ってくる

といえよう。

読書療法の研究的課題は，心理療法や人間関係の研究

と切りはなすことはできない。それゆえ，読書療法の究

極の理解や発達は，行動の変化，心理療法の過程や結果

などを評価する方法や技術の開発にかかっているといえ

るのである。
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C・Shrodesの読書療法論（紹介)≠

野間教育研究所

敬 彦 鵜 鵜
輝子

阪
山

本
中

古くから，すぐれた作家は人間の思考に影響を及ぼ

し，心を動かし，行動を変える力を持っていると考えら

れてきた。最近では，小説家や劇作家は人間の本質を深

くまで見通し，しばしば科学の発見を予測するというこ

とを精神医学者や心理学者が認めている。ピプリオセラ

ピ－は，芸術家と科学者の洞察力に基づくもので，パー

ソナリティのダイナミックスと代理経験の本質との間に

不可欠な関係があるという理論に基礎づけられている。

それは，読者の感情を引きつけ，それらを意識的に生産

的に使用させるような，想像力に富む文学と，読者のパ

ーソナリティとの間のダイナミックな相互作用の過程で

ある。

リティの一機能である。われわれが小説や劇を読む時に

は，われわれは仕事をし，人と会い，教えタ創作し，あ

るいは人を愛する時と同じように，自己の欲求，目的，

防御，そして価値に応じて行動しているのである。サイ

コセラピーの第一段階における内容と機能に平行して，

読書によって引起される代理経験は，次のような過程を

たどる。(1)同一化（投影と摂取）②浄化(8)洞察。読

者は，彼が受容し，組織することの出来るものだけを芸

術作品から取り出すであろう。従って，読者は彼の欲求

を満たすような考えを摂取し，彼の自我を脅やかす考え

を拒絶するであろう。いずれの場合にも，彼が経験し，

感じていることが，その本の中から彼が受容することが

らや，それに結びつける意味を決定する。

ビプリオセラピ－は，深層療法のように，受容におけ

る循環過程を破ることによって，効果があがる。この循

環過程は，自我のイメージならびに他我関係のイメージ

を支持する循環観念と，現実の経験とその象徴を混乱さ

せ，その象徴に対して現実の葛藤に対すると同様な反応

を行うという実際とを含んでいる。深層療法において

は，治療者と患者との関係が，転移によって外的な関係

体制（frameofreference）を作りあげ，それが中立と

友好の雰囲気の中で患者が初期の創傷経験を再生するこ

とを可能にし，その結果として患者を解放することにな

る。もし，セラピーがうまくいくならば，患者は，初期

の恐怖，罪悪感，憎しみと，その後の象徴的回想との相

異を認めることが徐糾こ出来るようになる。それに関連

して，彼は自分の経験および自分自身に対する新しい見

通しを得，課せられた束縛から自己を解放する洞察を獲

得するであろう。同じように，ピブリオセラピ－は“悪

､

ビブリオセラピ－とは

ピブリオセラピ－は，文学作品の中に，読者が自分自

身の姿や自分によく似た人間像を見出す時に経験する

．"認知のショック，,によってはじまる。フロイドが言う

ように，熟練した作家は2非常に巧みに真実の幻影を創

作する。「彼は，われわれの感'清の流れを導くことが

出来る。すなわち，感情がある方向に流れるのをさえぎ

り，他の方向に流すことが出来る｡」読書においては，

ある場合には著者の思想を曲解する結果となり，またあ

る場合には理解し洞察するという結果になるのだが，こ

（の相互関係の本質は何であろうか。

読書は，すべての他の人間行動のように，全パーソナ

§

、

鵜‘‘Bibliotherapy，，byC､Shrodes（abstracts）

予詩SAKAMOTO，Takahiko＆YAMANAKA，Te‐

ruko（NomalnstituteofEducationalResearch）
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い循環を破る'，場面を与え，読者の意識性を広げ，彼の

理解を豊かにする新しい関係体制を作りあげる。彼の経

験が広げられるその程度は，引起された情緒的態度の強

さによる。もし，ある登場人物が，彼の注意を強く引き

止めるならば，以前の経験から代理経験への感情の転移

としての同一化が効果的になされるであろう。積極的な

同一化は，読者の自我意識を高める傾向があり，読者に

よき競争相手を与えることになろう。消極的な同一化は

彼の自己のイメージをおびやかされるときに生ずるであ

ろう。そして，自我にとって受入れがたいために抑制さ

れていた感情を，その登場人物に投射するという形をと

る。この投射を引起すことによって読書は，無意識の根

源の中から，読者の感情を解放させる触媒として役立つ

のである。Murrayは次のように指摘する。

「人の感‘情に反対するよりも，同盟した方がよい。困

難な投射から免かれるために，人はそれらに気づかねば

ならない｡」

経験としての文学

人生の直接的で具体的な表現である文学は，人の感情

を引付け，読者に自らの経験を再生させる。そこで，読

者は，唾最善を尽くしてやっている，，《《そうなるようにき

まっていた，，とか，“母親は最も良く知っている，,とい

うような，人生についての単純で非現実的なきまり文句

の形で表われる‘慣習的な経験の集合にはめ込まれるより

も，むしろ，離れた観察者としての見通しから，自らの

経験を新たにながめることができる。文学の仕事におい

て，芸術家は人間経験の混とんとした断片を体系化し，

それらに意味づけをしたが，しかしその判断を押付ける

ことはしなかった。読み手と程度の差だけが異なってい

る経験を叙述することが，小説，あるいは劇の本質であ

る。それゆえに，怒り，侮辱，同情，そして理解の態度

が必然的にひきおこされる。人は活動している人間の前

で，無関心でいることは出来ない。幻影であると同時に

真実でもある文学は，離れているということと，含まれ

ているという幻想を読者に与える。そこで，彼は傍観者

であり，関係者でもあるのである。感‘清の衝突の下で，

彼は，彼の人生では近づき難い象徴的な世界をさまよう

かもしれない。彼は，空想的な情況，彼の素質，彼の生

活環境や，彼独特の見方を総合し，書かれているものと

関連づけることによって，彼自身の経験を再評価するよ

うになるだろう。

一方，代理経験は読者の自己概念を非常におびやかす

ので，意識することを抑制させていたものを許容するこ

とが出来ないかもしれない。彼自身の生活をながめるか

わりに，彼の経験をもっと現実的に評価するような新し

い関係体制の中で，彼は自分の心配とか恐怖を，作者が

創作した人物に投射することもあろう。このことは洞察

を得るのに失敗であったように思われるが，読書治療上

には価値ある手がかりをもたらす。読者の動機を理解

し，彼の防御を認め，そして，それらに援助を与えるこ

とを指導者に可能ならしめる。

われわれは，代理経験の本質は，読者のパーソナリテ

ィによって決定されると考える。それゆえ，代理経験は

彼の自己概念，他人に対する彼の人間関係，そして，彼

の世界観の単なる反映であるかもしれない。しかし代理

経験は，それらを変化させることもあろう。次に述べる

例は，どのようにして，読者の自己認知が自己の尊厳を

増し，彼に所属の感情を与え，そして，彼に今まで気づ

かなかった経験の一面を気づかせることが出来るかを示

唆している。われわれは次のような事に気づくだろう。

すなわち，ある人物との単純な同一化が，どのように読

者の防御を強め，そして，彼の失敗を合理化するj-うに

なるか，そしてどのように，同一化は心を乱す経験を再

生しなおし，彼自身と彼に密接していることを再評価さ

せるようになるか，そしてそこで，どのように建設的な

表現へのエネルギーを回復するようになるかということ

である。ここにあげた例は，大学生についてである。し

かし，この考え方は，読書材料がちがいさえすれば，子

供達や青年にもあてはまる。
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同一化の事例

ある人物との同一化が起った時，それは，その人物と

自分自身との類似の認識を含む。彼の読むものの中に，

自分とのかかわり合いを全然感じたことがなかったある

若い大学1年生は,SheewoodAndersonのWinesburg，

Ohioを読んで次のような意見を述べた。

「その話は，私自身が誇張された姿で描かれているの

ではないかという疑惑を与えた｡」

その同一化は，彼自身の動機とその人物の動機との真

の類似から進んでくるので，彼の自己認知が洞察を表わ

す。彼の言葉づかいは，発見のシ重ツクと暗黙のいや気

を示している。しかしながら，その描写が誇張されてい

るように思われるので，認知感情は容易に受け入れられ

る。

もし，読者が同一化した人物が，彼の問題を写すこと

において非現実的であったり，もし，人生への彼の適応

がうまくいっていないように思えるならば，その人物に

ついての彼自身の認知は，彼自身の生活様式の継続に強

力な妨害になるかもしれない。Thurberの小説を読ん

で，夫の空想が彼女自身の空想と似ていることを知って

驚いたMitty夫人のケースは，そのようなものであっ

た。その日のほとんどを，彼女は自分や他人の運命につ

いて思いをめぐらせた。ほかの時間には，彼女の専制的

な夫への絶対的な屈従に思い悩んだ。夫との強い同一化

は，彼女自身の生活の中の割れ目に気づかせた。

一方，同一化は所属感を読者に与えることによって，

自己の尊厳を増させるようになることがある。利発な23

才の女子は，「息子と恋人」を読んだ後で，非常な驚き

をもって次のように告白する。「私は，全世界の中で，

所有欲があり横暴である母親を持った唯一の人間である

と思っていた｡」30代後半の，神経症の戦傷軍人は，彼

が経験したと同じ種類の疑いや恐怖が記録されてある記

事の中の人物との同一化に慰めを見出した：

「私は，私の家族には，奇妙で異常であるが満足して

いると思われていた。私の家族は，私を寛大に扱い，そ

C,Shrodesの読書療法論

して，私を満足させた。しかし，真の親類関係はなかっ

た。そこで，これらの人々に関する記事を読むことは役

に立つのである。Andersonが店を閉じ，商売から離

れ，そして，著述することが出来るようになった事はす

ばらしかった……それを困難にしたのは，非常に支配的

な人間であった私の兄弟であった。彼は，この世の成功

は成し遂げるということが大切であるという案を受入れ

た……成功は，私にとってつまらないことのように思わ

れた。私は，私がなにをしたいと望んでいたかを知る。

……それは常に書くことである。しかし，それをするこ

とは難かしかった。私の兄弟は，私に対して寛大であっ

た。－私の父でさえも一しかし，私は，彼等が2人

とも私が誤っていると思っているという感情を持った。

そこで，ここにあるこの雑誌に，仲間感情を抱いたの

だ。私は，私が本当に1人ぽっちでないということを前

に知っていた。しかし，私はそのように感じることが出

来なかった。どうしてだか知っていますか。人は，心で

はある事を知ることが出来るが，それを感じることが出

来ないのだ。これらの雑誌は，私にそれを感じさせてく

れた｡」

他人の人格への洞察

自己認知の他に，同一化は他人の認知という形をとる

かもしれない。読者は，想像的な文学の媒介を通しては

じめて，客観性をもって，彼の母親あるいは父親を見る

ことができよう。そのような洞察は，両親の限界や強さ

について，もっと現実的な態度を生み出すだけではな

く，両親への恐‘怖あるいは敵意の感情を伴なう心配や罪

悪感からの解放をもたらすかもしれない。中国生まれの

アメリカの少女は，憤慨と罪悪感を交互に感じた。なぜ

ならば，彼女はまず最初に大学に進学することによっ

て，第2に，彼女が愛を感じることの出来ない男性と結

婚することを拒否することによって，両親に反抗した

からである。彼女は，TheWayofAllFleshの中の

ChristinaとTheobaldに，彼女自身の両親が彼女を怒

らせたのと同じ特質を認知した。しかし，彼女はまた，
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両親がErnestの両親のように厳格でいこじであること

を知覚した。この認知は，彼女に矛盾と罪悪感を持たず

に学校を続けるのに必要なわきまえを与えた。

AlaxanderとFrenchは，過去の感情経験の不健全

な影響を取り除くために，新しい感情経験を経ることが

大切であるとする。文学の中の人物や情況との同一化

は，古い動揺している葛藤を新しい解決をもって再経験

させる。ある事例においては，同一化は読者を昔にもど

らせ，彼自身の幼年時代を思い出させるほど強かった。

研究者でもある中年の女教師は，最初「息子と恋人」は

美しいと思った：

「私は，それを読む時間よりも，それについて考える

時間の方が多かった。それは，私の昔の生活をたくさん

思い出させた。夜中に，あるいは市街電車の中で思い出
も､…

させた。思､､出は，私の母や彼女の死，私に対する彼女

の罰，そして，私に対する弟の軽蔑であった｡｣‐…

後に，彼女はそれを読むことに耐えることが出来ない

と述べ，次のような説明を示した：

「私は，決して母を愛していなかった｡,話したり，一

緒に生活することは，おそろしいことであった。私は，

彼女から離れている時には大変幸福であった。私は戻っ

てくると，不機嫌になり，神経が過敏になり，不愉快に

なった。母親の憂うつ症の呪文は，私をがっかりさせ

た。やはり，彼女は私を抑制した。私は彼女に対する自

分の態度を恥かしぐ思ったので，決して自分の態度を許

さなかった。私はすべての自分の生活において非常に素

直で，服従的でさえあった。これが，私がその本を美し

いと思ったが，それを嫌った理由である。それは，、』か

に多年の不幸を私が生じさせたかを私に知らせた。私

は，私の母親の真のすがたを見るのが好きではなかっ

た。彼女の死以来，私は彼女を偶像化した。しかし，今

は私は，彼女がこの本の中の母親に似ていないというこ

とを知った。警戒したり，偽善的でもないし，しかし，

彼女は有能で多忙で野心的であった。そして，子供達の

明白な服従を信じてしつけた。私は完全な母親の像と，

彼女に対する消えやらぬ憤慨とを心からぬぐいさるべき

であった｡」

Paulに対してもった同情は，彼女自身の罪悪感をは

らし，彼女の今まで抑制されていた感情を絶滅する程強

かった。彼女は，初めて彼女が母親に対して感じていた

敵意を認識することが出来た。その上，彼女は，理性と

同じく感情を表現することにおいて，母親との人間関係

に新しい見通しを得ることが出来，そして，Paulの母

親と彼女自身の母親を区別することが出来た。そうする

ことによって，彼女は自分を苦しめた矛盾から解放さ

れ，健全な決意をすることが感情的に出来た。

「私は完全な母親の像と，彼女に対する消えやらぬ憤

慨とを心からぬぐいさるべきであった｡」

教師とビブリオセラピ一

われわれはビブリオセラピ－の理論，および読者のパ

ーソナリティと彼が同一化した人物の間の相互関係の実

例をいくつか述べた。すなわち，読者自身の経験の再生

・再評価を可能にする溶けあいについて述べた。しかし

ながら，ビブリオセラピ－は，必ずしも洞察を生み出す

とは限らないが，要求されている厳格な指導である。す

べての教師が，この方向における読書計画の領域を広げ

る準備が出来ているのではない。読書の教師と精神病理

学者の訓練と目的の間には，たくさんの明白な相異があ

るが，両方とも精神衛生を育成することに関係がある。

そして，読書は教師が意図するしないにかかわらず，次

のようなすべてのパーソナリティを含んでいる複雑な行

動である。すなわち，脅迫と慰めの源であり，感情と知

性の分離の動機であり，あるいは，それらの統合の動機

である。それゆえに，教師が読書の力動性について認識

すればするほど，学生に生活の一貫性と価値を見い出さ

せるのを助ける一協力者として，想像力に富んだ芸術家

の協力を得ることにおいて，教師はより多くの成功を得

るであろう。

ほとんどの学生にとって，読書への治療的接近は，予

防療法の一種として最も有益であろう。少くとも，本に

興味を持たせ，本に意義を見出させることlまでできよ

－28－
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う。あるケースでは，反応が遅れるかもしれない。読書

の時に，ただ彼を楽しませただけの本は,"想像の心の貯

えの一部，彼の経験した世界の一部，経験の彼の評価の

標準，危険の暗示，彼の動機を理解する手がかり，真実

の明瞭化になるかもしれない。他のケースでは，自己認

知と受容を増させる直接的な効果や，人間関係をうまく

やっていく，より大きい包容力があるかもしれない。最

後に，あるケースには，価値の習得が徐々に行なわれる

かもしれない。すなわち，親の忠告から，あるいは，た

くさんのハリウッド提供のもろさと皮肉から，あるいは

《《人生書"，まばゆいばかりの広告，他のマス・メディ

アによって作り上げられた成功の伝説から無意識に結合

された価値の獲得があるかもしれない。われわれの学生

C､Shrodesの読書療法論

の生活を導き，そして，豊かにする価値は外部から加え

られ得ないであろう。しかしその価値は彼等が本当に

誰であり，何になり，どのように他人と関係を持つであ

ろうかということを彼等に知らせることの出来る彼等の

パーソナリティ，才能，好奇心，技術，そして，熱望の

面のすべての発見から増すであろう。想像的な作家は，

この結果にまで貢献することが出来る。なぜならば，彼；

は《《人間の心は，同情と反感を通して，それ自体を知る

のである”と教えることが出来るからである。

Shrodes，Reading‘‘Bibliotherapy，，byCarolineS

Teacher，IX'0ct，1955,24-29.
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わが国での読書療法の研究と事例率

東
阪

学
本

｛
泉 芸大学

一郎鵠鍔

“わたくしはビプリオテラピイに「読書療法」の文字

をあてはめてから，もうかれこれ20年になろうとしてい

るが,それはわが国の精神病学の泰斗呉秀三博士(1865～

1932）の論文「精神療法二就テ」（東洋学芸雑誌，1917）

から考えついたのである｡，，唾呉博士はシデンハム（Tho・

masSydenham，1624～89）が「良好ナル書物ハ十百ノ

医薬二勝ル」と主張したと記しておられる｡，，

これによると，「読書療法」という訳語は，昭和10年

ごろ竹林氏によって始められたのであるらしい。

砿ビブリオテラピイという語は，ようやく40年ぐらい

の歴史しかもたないけれども，読書を治療の目的に利用

した事実は古いむかしから行われていたようである。テ

ーベにあった図書館の入口には，ギリシャ語で「霊魂の

ための医薬」という文字がきざまれていたと伝えられ，

調刺作家で医者であったラプレー（FrancoisRabelais，

1494～1553）は，患者に与えたその処方茎に，文学書を

書き加えていたといわれている｡”

“ビプリオテラピイの定義……要するに「文献の利用

による病患の科学的療法」である｡'，

ウェッブ博士（Dr､GeraldBWebb）はまたその

経験を述べて，「30年前わたくしは1人の神経衰弱にか

かっている‘患者に出会った。そしてその回復が一こうに

はかばかしくないのは，その‘患者がたえず書店に新刊の

小説を注文している事実によることをつきとめた。わた

くしは日ごろ伝記を読むことがすきであったが，それか

ら思いついて，この患者にもまた他の患者にも伝記を読

むようにすすめ，またいろいろな自然研究をすることを

奨励したが，それが病気の回復を促すのに役立つことが

わかった」といっている｡，，

1．その先駆

私が「読書指導原理と方法」（1950）を書いたとき，

その中に“読書療法，’にについて触れたが，それは

Thorpe，L．P．；ThePsychologyofMentalHealth

（1950）の中に1節を見たからであった。それは，こう書

いてあった。

“この方法は，書籍・記事・パンフレットその他の読

書素材を用いて，人格の再適応をはかろうとするもので

ある。普通には，人間の行動に関する心理過程について

の情報を，個人に得させる手段とされる。すなわち，こ

のような読書は，かれの防御機制への洞察を発達させる

のに役立つ上に，かれが外部にあらわす活動の主題に対

して興味を起こすように仕向けられる。そのさい，個人

の力学的な要求，知的な背景，および'情緒的状態に注意

が払われる。今日までのところでは，精神分析学の処置

をうける以前の軽い精神病やアルコール患者のケースに

用いて効果があるとされている｡”

これを引用した上で私は“人格に不当適応があり，あ

るいはその兆候がみとめられる児童に対して，読書によ

って，それを治療することは困難ではないと思う……も

っと研究してみたい｡”と書いている。

これに対して，図書館学の先輩，竹林熊彦氏（当時，

京都市教育委員会指導委員）が，「ビプリオテラピイ」

という一文を「士」（金光図書館報，第27号，1953）に

書き，私に送ってくださった。その要旨を紹介する。

3

｡

3

器AReviewonthestudyofbibliotherapyinJapan・

蒜SAKAMOTO，Ichiro．（TOkyoGakugeiUniv.）
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わが国での読書療法の研究と事例

“読書療法は医学の領域から，心理学および教育学の小学2年K児。学級の子どもの3分の2は彼をきらっ

領域にまでその適用の範囲を広げたことは，当然のことていた・理由は，乱暴でいじめるというのであるo彼の

とはいいながら驚くべき進歩である。ワシントンにある作文によると，彼は母親の“子どもに対する取扱いの不

アメリカ・カトリック大学のチャイルド・センターは，手際から母親に対する欲求不満を感じ，情緒不安定な性

モーア博士（Dr・ThomasV,Moore）を主任として，格に陥ったのではないか,，と思われた。

青年前期および青年期の問題児に対し，それら児童の不そこで小田島氏は，家庭訪問をして父兄に子どもの取

健全な観念のかわりに，健全な態度と感‘清の安定を与え扱いについて協力を求める一方，彼の性格異常を直すた

る実際的方法として，ピブリオテラピイの寄与する効果めにいっしょに本を読むことを始めた。

に関心をもち，その技術の応用に努力しているという｡，，「赤ずきん」「笠地蔵」「荷篭を担いで」「愛の学校

そしてKatherineGKenealby:TherapeuticValueof2年生」「フランダースの犬」「動物美談」「子鹿物語」

Books（Youth，Communication，andLibraries，ppと読みすすむうちに，噸……がかわいそうだ”という感

69-77）によって，ムーアの所説を紹介し，このような想が続いてあらわれるようになった。

仕事に協力することも図書館人の責任ではあるまいかと「みにくいあひるの子」を全員に読んでやったのは効
結んでおられる。

果があった。不潔でよごれた洋服を着ているTという女

私はすぐ竹林氏に，日本における研究事例はないかをの子，尿失禁でいつも臭気を放っているN児の2人も，

ただしたが，全く見当たらないとの返事であった。氏は友だちから嫌われていたが，同情の目で見られるように

もう故人になられたが，今から30年前にすでに氏Iこよっ変わった。そしてK児も，交友調査では，嫌いというも

てこの訳語が与えられ，研究の必要が説かれていたのでのが2人になり，好きになった子が3人ふえた。“K児

ある。しかし実際の研究は生まれなかったようである。の行動や考え方はしだいに健康な方向に向かっている｡”

またこれに対して，その効果を否定する意見の心理学者（2）高校生の危機の指導例〔神戸市長田高等学校三
も ない ではなかった。木一逸氏〕

A青年は助産婦の母の手一つで育てられ，知能は優秀
2．その研究の発掘

だが，不健康であった｡2年生後期には，さかんに哲学

臨床心理学が日本に発達してきたのはごく最近のこと書を読んでいた。大学への進学を断念したころから，

であるから，その原理の応用としての読書療法はまだ普“かっての自己意識過剰は底づよく，あせりと煩悶がギ
及するよしもなかったのである。しかし読書指導が行なリギリのところまできてしまった｡”彼を救ったのは「イ

われている現場では，いわゆる問題児の治療を意図したエス伝」であった。彼の精神分裂のような状態は緩和
読書の指導が，熱心な指導者によって個人的にくふうさし，現在は聖書学校に在学している。

れているかもしれない。そう思ったので，図書館教育研B青年の父は戦死，母と2人の裕福な生活で，学力も
究会の「読書指導研究双書」第3集「読書問)題児の指すぐれ性格も明るかったが，空襲のために右腕を切断さ
導」（1957）を編集するに当たって，私は，読書問題児のれてから，性格が一変した。嘘学生運動の時潮とともに
指導事例をアンケートするついでに，“性格異常者を読戦争反対を叫ばざるを得なかったであろう。世間に対す
書でなおした例，,を，同会の会員に問い合わせた。これる反抗心も強い。教師に対する反感が徐々に現れてき
に対して，つぎの事例が報告された。た｡，，

（1）孤立児の指導例〔市川市国分小学校小田島静子三木氏は“人間の世界の底に流れる愛情を発見するこ
氏〕とに話題を集中して，詩集 ， 小 説 を 読 む よ う に す す め
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読書科学（Ⅷ’3）

て，時を待った｡”

高村光太郎「道程」

〃 「智恵子抄」

中野重 治詩 集．

ポードレール「悪の華」

倉田百三「出家とその弟子」

パスカル「冥想録」

ルソー「エミール」

芥川龍之介「徐儒の言葉」

夏目滋石T草枕」

〃 「こころ」

ケーテ「若きウェルテルの'悩承」

などを推薦した。読書のあとの話し合いで，《《自己の問

題として把握させるように努力した｡'，今日の彼は《《明る

く人生を歩み得ている｡”

3．その研究の推進

読書療法として科学的に研究したり，記録をとったり

するようなことはなくても，その線に沿った指導は実際

には行なわれているのである。そこでこの研究を推進す

るには，この目的の指導の事例をもっと多く収集すると

ともに，指導の原理と方法を明確にする必要があると感

じた。それで私どもが上記の「読書指導研究双書」の第

5集「読書による道徳教育」（1959）を編集するとき，ふ

たたび読書指導の研究者にお願いして，その事例を書い

てもらった。そして私も「読書による性格治療の原理」

を書いた。

その中で私は，読書療法の効果は，(1)読むこと自体か

ら期待される。すなわち読書に必要な注意の集中や，情

緒の安定が治療的効果をもたらす。もう一つは，②本の

内容から期待される効果だと述べた。そして後者には，

次のような点に留意するのがよいと述べた。

a・ヒューマン・インタレストを促す。

b･抑圧されている願望の補償的満足を図る。

c・自分の問題に気付かせ，その解決をはげます。

d・マイナスに対するトレランスを養う。

e・道徳的情操と是非善悪の判断を高める。（健全な価

値基準を体得させる｡）

指導事例には，次のようなものが得られた。

（1）短気てけんか早い子の指導例〔千葉市院内小学校

大熊喜代松氏〕

小学校3年のS児。毎日1回以上けんかをする。成績

は各教科ともひどく劣り，みんなの前で本を読んだこと

がない。

この子は読書能力の発達に欠陥があるのだった。そこ

で学校に特設されている治療教室に入れて，読みの治療

指導を行なった。9カ月後には読書能力の不振がほぼ治

療されて，それとともにけんかも少くなり，教科学習に

も積極性が出てきた。－これは能力不振に起因した適

応異常の治療例である。

（2）へそまがりの指導例〔東京都桃園第二小学校

竹ノ内一郎氏〕

小学3年のW児。人から世話をやかれることを極端に

きらい，へそまがりで，わがままで協調性がない。

竹ノ内氏は《《非協力的なWの性格が，みんなにめいわ

くになっていることを，ひとりでにわからせようとし

た｡”毎週2回彼と本を読んだ。「ヘンゼルとグレーテ

ル」「みにくいあひるの子」「花はだれのために」まで

は“思ったほどの効果は得られなかった”が，「泣いた

赤おに」で，反応があった。氏は非指示的態度を通した

が，W児は原稿用紙に《《ぼくはすこしあかおににている

とおもいました。それはみんなにめいわくをかけること

があるからです”と書いて持ってきた。学年末にはずい

ぶん協力的な態度が育ってきた。むろん日々 の生活の中

での教師の指導もあったのである。

（3）脱線児の指導例〔東京都芳林小学校松本武氏〕

小学1年のK児。学校生活のきまりが守れない。注意

の持続力がない。すぐ暴力を振うが，けんかは弱い。身

だしなみや整頓がわるい。虚弱で，父親に溺愛されてい

る。

松本氏の指導は，第1学期は，“本を見ることによっ

て，持続力をつける”こと，第2学期は，“本を借りる

一.32－
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わが国での読書療法の研究と事例

ことによる，ルールの理解，'であった。なにしろ知能偏（5）集団的な指導例〔東京都立白鴎高等学校大江
差値は39で，学力テストは50人中49位という子である。一道氏〕

第3学期には，内容についての話し合いにはいる予定で高校1年の社会科社会の「倫理単元」の指導内容を，
あったが，教科書に出てくる「イソップ」さえ理解でき（a)青年期の心理，（b)人生観の探究，（c)現代社会と道徳の
ない。彼の好きなのは「やんぽ・にんぽ・とんぼ」であ3項目に定めて展開した。
ったが“K児のおもしろいというところは，つかまると （a)の取扱いでは，ヘッセの「車輪の下に」その他の諸

ころとか，危難に合うところとかであって，その裏にひ作品，カロッサのもの，山本有三の「路傍の石」その
そむものは読みとれない”のであった。低学年のしかも他，下村湖人の「次郎物語」等を読み，感想文を書かせ
読書能力の低い児童には，内容による指導よりも，読書た。生徒から出された問題に対して，批評や解答をして
活動そのものによる指導をねらうほかはないと，氏は結やるという方法で授業を進めた。この授業から生徒が学
論している。んだものは次のようであった。

（4）性的早熟児の指導例〔東京都目黒第十中学校ア．《《自分･の‘悩んでいたことや，思っていたことが自分
今村秀夫氏〕だけでないことがわかって，なんとなく気が楽になっ
中学2年のF子は，上級の男性の後ばかり追いまわた”………………･……．．…･…･………･…………23.4％
し，級友はもとより，教師仲間でも“悪名の高い'，子でイ．《《人間の心がどんな変化していくかを知って人間の
あった。しかし本人はそうした交際をみずから正当化す心理に関心や興味をもつようになった，，………19.6％
るための日記を書いていた。ウ．噸人間の成長過程における青年期の意義詮考えなお
今村氏はその日記を見せてもらえるようになった。してゑた，，．…･….．……………………･…．．……･･15.6％
“F子と話しているうちに私は，彼女は単に異性を求めエ．“自分の心の動きなどはあまり注意しなかったが，
ているのではなく，も:つと本質的な何物かを強く求めて自分を承つめようという気がおこった'，･･･……14.1％
いるのだ。それが異性を求めるといった形で表面化して （b)については，倫理思想を体系的に教えるのがねらい

いるのだという気がした。だから禁止的なことはいっさだったから，読書によって消化させるのはむりで，主と
いいわず，彼女の気持を認めてやりながら，もっぱら話して講義により，最後に，魯迅・ロマンロラン・シュバ
の聞手にまわってやった｡”イツアー等の著作や生活にふれて話してやった。反響の
秋元書房の「十五歳の頃」をはじめとする健康なロマ6割は，人生観を確立することの重要性がわかったとい

ンスもの，「ポールとピィルジニー」「あしながおじさうのであった。彼らはさっそく「阿Q正伝」「ジャン・
ん」｢伸び支度」（藤村）「思い出」（太宰治）などをクリストフ」などにとびついていった。
すすめた。彼女の求めているものは周囲の人々 からの愛

4．その前進情であることがわかってきた。思春期的な動揺のままに

行動している自分の愚かさを反省するようになった。友上記の文献は，わが国での読書療法の研究の橋頭保と
人が変わり，二学期の終わりには気持が安定してきた。なったと自負している。そのころからようやく各地の読
妙なうわさもとだえた。書指導に関する研究会などで，性格異常児の読書による
しかし“本の力だけが彼女を変えたとは思わない。人治療指導が問題となりはじめた。私も司書教諭の講習や

間を変えるということはそう簡単に，単一な方法だけで研究会の講演など機会のあるごとに，その必要を説くに
はできない。そこにはいろいろの力が働いている。偶然つとめた。

という要素すら力を貸しているように思える｡，，1962年の「青少年問題」7月号に，「子どもの読書療
一33－。
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法について」を書いたが，これは矯正指導の関係者からの末に，われわれはふたたびこの仕事に戻った。さいわ
たくさんの間合状をいただいた。同じく8月号の「児童いに会員の協力を得て，「子どもの性格形成の適書目録，
心理」に，阪本敬彦が「読書療法について」を書いてい低・中学年用」を1963年に，同じく高学年・中学校用
る。ともに啓蒙的な記事だが，こうしてジャーナリズムを1964年に，それぞれ機関誌「読書科学」に発表するこ
の関心を呼ぶようになったのも，この運動の前進の証ととができた。さらに訂正を加えて「読み物による性格形
見てよいであろう。その後，新聞・雑誌・放送などか成・適書目録」上下2巻として1964年に出版した。
ら．しきりにその指導事例を求めてくるようになった。この前後に，文部省の道徳教育に対する批判が高まつ
図書館関係も，動きはじめた。そのきっかけは， ており，“1編の読み物を与えて徳目主義の道徳教育を

｢LibraryTrends｣の｢Bibliotherapy｣特集号(0ct､1962）安易に行なうべきではない”という声があった。そのと

であった。すぐ渡辺茂男氏がその1部を訳出した「日米ぱっちりがこちらへも飛んできて，誤解される一幕もあ

フォーラム」の特集号(1963,7月）が一般に配布された。ったが，それとこれとは違う軌道であることが理解され

ただしこれは図書館の奉仕活動としての立場からの考察てきた。

が中心で，われわれには直接関係のないものである。そ この目録ができて，わが国の読書療法もいよいよ本格

れにしてもこの問題が時代の脚光を浴びてきたことは事的な研究事例を生む段階にはいったわけである。

実である｡

阪本敬彦は「教育と医学」（1963,10月号)に「ビブリオ6．「読書科学」の中の事例
日本読書学会の発表文献の中で，読書療法の事例としセラピー」を書き，翌年「学校図書館」（1964,9月号)に

は,私が「性格形成と読書心理」を，室伏武氏が「読書て注目すべきは，次の3編である。
（1）自殺を企図した高校生の事例研究〔兵庫県伊丹高による問題児の矯正指導」を書いた。

等学校庵造巌氏〕
5．その裏方 Kの父は戦死し，母と祖母との3人暮らしである。睡、

読書療法を実施するには，問題児の問題を治療するの眠薬を服用，自殺をはかったが，生命をとりとめた。自
に適当な読み物を選択することが何よりも重要な決め手殺の直接の原因はわからない。ロールシャッハ・テスト
となる。それには広く読み物についての知識が必要で，によると，妾想型分裂性に属する疑いがこい。

彼に対してclient-centeredcouncelingが与えられた｡、これが院路になって誰にでも実施できるというわけには

いかないのが実'情である。アメリカでムーア教授がさか加藤日出男「ねっこ」が感銘を与え，和田伝や島一春の
んにこれを実施しているのも，問題に応じてただちに適農民文学によって現実の農村生活の課題を考えさせるな
書を索引できる目録を作っているからである。ClaraJ．どの指導がなされたとあるが，このリポートは彼の精神
Kircher:CharacterFormationthroughBoOks:ABi‐分析の解説が主であって，読書療法の経過については充

分な記述がないのが残念である。〔読書科学No.24，bliography．（1954)がそれである。

わが国にもこれが必要だと感じて，深川恒喜氏，滑川1963〕

道夫氏の協力を得て，「読書療法の手引」を編集するこ（2）問題児の読書による治療指導の事例研究〔大阪市
とに着手したのは1956年であった。これはたいへんな仕岸里小学校上吉川惰氏〕
事で，研究費がつづかかず，約1年後に挫折してしまつA児（4年生）は溺愛型の父親との2人暮らし。狂言
たのは残念であった。強盗を働いた。不安傾向が強く，孤立型。これ対して生
日本読書学会の基礎がようやく固まってから，1961年活指導を与えるとともに，（a)不幸な境遇をテーマにした
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物語，（b)自分を反省し，自分の立場を考えさせる物語，

(c)自分の不幸な境遇を乗り切っていく勇気を与えるよう

な物語として，

ローデン「イルゼの幸福」

国分「日本クオレ」

ニーゴー「ジャンパルジャン」

ケストナー「飛ぶ教室」

オーマン「アルフ．スの赤い旗」

マロー「家なき子」

中沢「日本の英雄」

激石「坊ちゃん」

などを読ませた。1年後のテストでは不安傾向が緩和

し，友だちができるようになった。

B児（4年生）も不安傾向が強い。干渉型の母親に勉

強をしいられ，悪感情をいだいている。友人には乱暴を

するので嫌われている。この子にもカウンセリングを加

えるとともに，（a)母親の愛‘情にふれるもの，（b)自分の将

来を考えさせるようなものとして，

三木澄子「ナイチンケール」

カルナーホワ「愛の学校」

シートン「かしこいコヨーテ」

譲治「善太と三平」

わが国での読書療法の研究と事例

広介「泣いた赤おに」

などを読ませた。1年後には不安傾向が低くなった。

いずれも治療の前後に数種のテストを行ない，カウン

セリングと読書療法とを並行的に行なったまとまった事

例研究である。〔読書科学，No.27,1964〕

（3）犯罪少年の読書療法による臨床例〔福岡家庭裁判

所飯塚支部大神貞男氏〕

中学3年のKは，けんかを好み，匁物不法所持で2回

補導され，試験観察処分となった。

大神氏の所見では，K少年の不良化の原因は父親の不

倫生活と暴君的態度にもとずく家庭内の不和にあるとさ

れた。よってまず「次郎物語」を読ませ，“主人公が強

い愛情不満の中でも強く正しく生長していく過程に，い

かに自己を投映して，自己を評価し洞察するかを見よう

とした｡，，予期の治療効果が出たので次に「仔鹿物語」

を読ませた。家庭内の問題がなくなるとともに，K少年

も立ち直った。その経過がたんねんに記録されたりつば

な報告である。〔読書科学，No.27,1964〕

このように読書療法の実験も本格的になってきた。こ

れによって方法と技術とが発達し，多くのあわれな子ど

もが救われるようになることを祈念するものである。
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